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『
言
海
』
に
お
い
て
「
牽
強
」「
強
牽
」

「
附
會
」「
鑿
」
と
さ
れ
る
語
源
説
に
つ
い
て

河

瀬

真

弥

一

本
稿
の
目
的

本
稿
は
、
明
治
時
代
を
代
表
す
る
国
語
辞
書
で
あ
る
『
言
海
』
（
大
槻

文
彦
著
、
一
八
八
九
～
一
八
九
一
年
）
に
お
い
て
、「
牽
強
」「
強
牽
」「
附

會
」
「
鑿
」
と
さ
れ
た
語
源
説
、
つ
ま
り
、
無
理
の
あ
る
語
源
、
深
入
り

イ
リ
ホ
ガ

し
過
ぎ
た
語
源
で
あ
る
と
評
さ
れ
た
語
源
説
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら

れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
『
言
海
』

語
原
説
に
お
け
る
「
イ
カ
ガ
」
か
ら
「
牽
強
」
「
附
會
」
へ
の
変
更
に
つ

い
て
も
検
討
を
加
え
る
。

語
源
を
挙
げ
る
こ
と
は
『
言
海
』
の
特
徴
の
一
つ
と
言
え
る
。『
言
海
』

巻
頭
の
「
本
書
編
纂
ノ
大
意
」
に
お
け
る
「
五
種
ノ
解
」
（
辞
書
に
不
可

欠
な
も
の
）
は
、
『
言
海
』
を
論
じ
る
際
に
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
も
の
で

あ
る
が

（
一
）

、
「
其
三
。
語
原
」
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

D
erivation.

其
三
。
語
原
。
語
原
ノ
説
ク
ベ
キ
モ
ノ
ハ
、
載
ス
ル
ヲ
要
ス
。
例

D
erivation.

ヘ
バ
、
く
れ
な
ゐ
（
紅
）
ハ
、
「
呉
ノ
藍
」
ノ
約
ナ
ル
、
ほ
し
い
ま

ク
レ

ア
ヰ

ま
に
（
恣
）
ハ
、「
欲
シ
キ
儘
ニ
」
ノ
音
便
ナ
ル
、
だ
ん
な
（
檀
那
）

ハ
、
梵
語
、
陀
那
鉢
底
（
施
主
）
ノ
略
轉
ナ
ル
、
び
ろ
う
ど
（
天
鵞

ダ

ナ

パ

テ

絨
）
ハ
、
西
班
牙
語

V
elluda.

ノ
轉
ナ
ル
ガ
如
キ
、
是
等
ノ
起
原
、

記
サ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

（
『
言
海
』
「
本
書
編
纂
ノ
大
意
」

頁
）（

二
）

2

語
源
は
「
載
ス
ル
ヲ
要
ス
」
る
も
の
で
あ
り
、
「
く
れ
な
ゐ
」
や
「
ほ

し
い
ま
ま
に
」
「
だ
ん
な
」
「
び
ろ
う
ど
」
の
語
原
を
説
明
す
る
。
そ
し
て

語
源
は
「
記
サ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
す
る
。
『
言
海
』
に
お
け
る
語
原
説

の
例
と
し
て
、
「
く
れ
な
ゐ
」
条
も
見
て
お
こ
う
。
「
〔

〕」
で
括
ら
れ
て

い
る
部
分
が
語
源
説
の
部
分
で
あ
る
。

ク
レ
な
ゐ
（
名
）
｜
紅
｜
〔
呉
ノ
藍
ノ
約
、
初
メ
、
呉
ヨ
リ
來
リ
、

ク
レ

ア
ヰ

染
ム
ベ
キ
コ
ト
藍
ノ
如
シ
、
故
ニ
名
付
ヅ
ク
〕（
一
）｛
紅
花
。（
二
）

ベ
ニ
バ
ナ

紅
花
ノ
汁
ニ
テ
染
メ
成
シ
タ
ル
色
。
赤
ク
シ
テ
鮮
カ
ナ
ル
色
。

ベ
ニ
バ
ナ

ア
ザ
ヤ

（
紅
花
、
及
ビ
、
紅
ノ
條
ヲ
見
ヨ
）

ベ
ニ
バ
ナ

ベ
ニ

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

2

296

「
ク
レ
な
ゐ
」
は
「
呉
ノ
藍
ノ
約
」
で
あ
る
と
い
う
語
原
説
を
挙
げ
、

ク
レ

ア
ヰ

「
呉
」
か
ら
招
来
さ
れ
、
染
め
る
こ
と
が
「
藍
」
の
よ
う
で
あ
る
た
め
と



- 26 -

い
う
理
由
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
言
海
』
の
語
源
説
に
使
わ
れ
た
資
料
と
し
て
は
、
湯
浅
茂
雄
（
一
九

九
七
）
が
『
倭
訓
栞
』
、『
雅
言
集
覧
』（
た
だ
し
湯
浅
茂
雄
〔
一
九
九
七
、

頁
〕
に
よ
る
と
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
『
増
補
雅
言
集
覧
』
を
使
用
）
、『
雅

13言
集
覧
増
補
并
続
編
』
、
『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』
を
指
摘
し
て
い
る
（
湯
浅

茂
雄
〔
一
九
九
七
、

頁
〕
の
「
表
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
）。
ま
た
、

11

湯
浅
茂
雄
（
一
九
九
九
）
は
『
言
海
』
『
大
言
海
』
の
語
源
説
に
『
古
事

記
伝
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
三
）

。
こ
の
よ
う
に
、

『
言
海
』
が
何
を
語
源
説
明
に
使
っ
た
か
、
と
い
う
研
究
は
こ
れ
ま
で
に

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
も
大
槻
文
彦
の
語
源
に
対
す
る
関
心

を
知
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
が
、
語
源
を
説
く
た
め
に
何
を
使
っ
た

か
、
と
い
う
こ
と
と
併
せ
て
、
語
源
が
ど
う
説
明
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
の
研
究
も
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
稿
者
は
考
え
る
。
湯
浅
茂
雄

（
一
九
九
七
）
に
お
い
て
も
『
言
海
』
の
語
源
に
つ
い
て
「
慎
重
に
自
説

と
そ
れ
以
外
を
区
別
す
る
態
度
が
明
確
で
あ
る
」（

頁
）
と
あ
る
が

（
四
）

、

11

こ
の
よ
う
な
語
源
説
そ
の
も
の
の
特
徴
に
つ
い
て
の
知
見
を
さ
ら
に
加

え
、
大
槻
文
彦
の
語
源
へ
の
探
究
心
を
掘
り
下
げ
て
い
き
た
い

（
五
）

。
明

治
を
代
表
す
る
辞
書
で
あ
る
『
言
海
』
に
お
け
る
語
源
へ
の
態
度
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
『
言
海
』
そ
れ
自
体
の
理
解
を
深
め
る
の
み
な

ら
ず
、
明
治
期
の
語
源
研
究
が
い
か
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
一
助
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、『
言
海
』
に
お
い
て
「
牽
強
」「
強
牽
」「
附

會
」
「
鑿
」
の
よ
う
に
、
無
理
の
あ
る
語
源
だ
と
評
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

イ
リ
ホ
ガ

て
で
あ
る
。
『
言
海
』
で
「
け
ん-

き
や
う
」（

六
）

と
引
く
と
、
「
強
ヒ
テ
、

ヨ

ヒ
キ
ツ
ク
ル
コ
ト
。
無
理
ニ
、
コ
ジ
ツ
ク
ル
コ
ト
」
（
第

冊
・

頁
）

2

322

と
い
う
語
釈
が
あ
る
。
『
言
海
』
で
「
ふ-

く
わ
い
」
と
引
く
と
、
「
附
ケ

ア
ハ
セ
、
コ
ジ
ツ
ク
ル
コ
ト
」
と
い
う
語
釈
が
あ
る
（
第

冊
・

頁
）
。

4

890

『
言
海
』
で
「
｛
い
り
ほ
が
」（

七
）

と
引
く
と
、
「
心
ノ
入
リ
過
ギ
テ
、
實
ニ

遠
ザ
カ
ル
コ
ト
」
と
あ
る
（
第

冊
・

頁
）。
「
強
牽
」
は
『
言
海
』
の

1

91

見
出
し
に
立
て
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「
牽
強
」
と
同
様
で
あ
ろ
う
。
い
ず

れ
も
語
源
説
と
し
て
は
不
適
で
あ
る
こ
と
を
評
し
た
語
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
語
源
部
分
で
用
い
ら
れ
て
い
る
例
を
一
つ
、
確
認
し
て
お
こ
う
。

だ
う-

け
（
名
）
｜
道
化
｜
〔
齋
藤
道
三
、
義
子
義
龍
ト
不
和
ノ
時
、

ド

我
ニ
同
ゼ
ム
者
ハ
剃
髪
セ
ヨ
ト
令
ス
、
道
化
某
髪
ヲ
半
剃
シ
兩
屬

ノ
意
ヲ
示
セ
ル
ヨ
リ
ト
イ
フ
ト
云
、
サ
レ
ド
牽
強
ナ
ラ
ム
、
お
ど

け
ノ
轉
ナ
ル
ベ
キ
カ
〕

戲
レ
ヲ
行
ヒ
、
人
ノ
笑
ヲ
起
ス
コ
ト
。
戲ザ

ル
ル
コ
ト
。
オ
ド
ケ
。
滑
諬

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）（

八
）

3

592

「
道
化
某
」
と
い
う
人
が
「
其
髪
」
を
半
分
剃
っ
た
と
い
う
逸
話
が
「
道

化
」
の
語
源
で
あ
る
と
い
う
説
が
「
牽
強
ナ
ラ
ム
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
評
語
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
大
槻
文
彦
が
ど
の
よ
う
な
語
源
説

を
退
け
よ
う
と
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
、

「
イ
カ
ガ
」
か
ら
、
「
牽
強
」
「
附
會
」
と
い
う
評
語
へ
の
変
更
に
つ
い
て

も
取
り
上
げ
る
。

二

『
言
海
』
に
お
い
て
「
牽
強
」
「
強
牽
」
「
附
會
」
「
鑿
」

と
さ
れ
る
語
源
説
で
用
い
ら
れ
る
方
法

結
論
を
先
に
述
べ
て
お
く
と
、
『
言
海
』
に
お
い
て
「
牽
強
」
「
強
牽
」

「
附
會
」
「
鑿
」
と
さ
れ
る
語
源
説
に
お
い
て
、
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①

逸
話
や
伝
承
を
も
っ
て
語
源
を
説
く
方
法

②

誤
解
が
元
で
あ
る
と
考
え
る
方
法

③

造
字
原
理
を
検
討
す
る
方
法

④

外
来
語
（
唐
音
を
含
む
）
で
あ
る
か
確
信
が
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
外

来
語
と
し
て
処
理
す
る
方
法

（
九
）

に
よ
る
も
の
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
ら

な
い
方
法
も
多
い
。
①
～
④
に
当
て
は
ま
ら
な
い
語
原
説
に
つ
い
て
は
、

⑤

①
～
④
に
当
て
は
ま
ら
ず
、
何
ら
か
の
語
を
当
て
る
方
法

と
分
類
し
た
。
こ
の
①
～
④
の
よ
う
な
特
筆
す
べ
き
特
徴
を
持
た
な
い
⑤

が
相
当
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
牽
強
」「
強
牽
」「
附
會
」「
鑿
」

と
さ
れ
る
語
源
説
全
体
の
傾
向
と
し
て
述
べ
る
と
す
れ
ば
、
特
筆
す
べ
き

特
徴
が
無
い
語
源
説
が
多
い
、
と
し
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
少
し
長
く
な
る
が
、
解
釈
に
迷
う
も
の
も
少
な
く
な
い
た
め
、

『
言
海
』
に
お
い
て
「
牽
強
」
「
強
牽
」
「
附
會
」
「
鑿
」
と
さ
れ
る
語
源

を
一
つ
一
つ
見
て
い
こ
う
。
例
の
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「Japanese
pre-m

odern
dictionaries

日
本
近
代
辞
書
・
字
書
集
」
を
使

用
し
、
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
語
源
部
分
を
「
牽
強
」「
強
牽
」「
附
會
」「
鑿
」

と
検
索
し
抽
出
し
た
全
例
を
挙
げ
る

（
十
）

。
語
源
の
部
分
に
網
掛
け
を
、「
牽

強
」
「
強
牽
」
「
附
會
」
「
鑿
」
と
あ
る
部
分
に
点
線
を
付
し
た
。
『
言
海
』

稿
本
な
ど
を
引
用
す
る
際
、
補
入
及
び
補
入
と
思
わ
れ
る
部
分
は
【

】

に
括
り
、
削
除
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
字
は
「
■
」
を
置
い
た
。

（a

）
「
だ
う-

け
」
条

ド

だ
う-

け
（
名
）
｜
道
化
｜
〔
齋
藤
道
三
、
義
子
義
龍
ト
不
和
ノ
時
、

ド

我
ニ
同
ゼ
ム
者
ハ
剃
髪
セ
ヨ
ト
令
ス
、
道
化
某
髪
ヲ
半
剃
シ
兩
屬

ノ
意
ヲ
示
セ
ル
ヨ
リ
ト
イ
フ
ト
云
、
サ
レ
ド
牽
強
ナ
ラ
ム
、
お
ど

け
ノ
轉
ナ
ル
ベ
キ
カ
〕

戲
レ
ヲ
行
ヒ
、
人
ノ
笑
ヲ
起
ス
コ
ト
。
戲ザ

ル
ル
コ
ト
。
オ
ド
ケ
。
滑
諬

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

3

592

「
齋
藤
道
三
」
が
「
義
龍
ト
不
和
」
で
あ
っ
た
時
、
自
分
に
従
う
者
は

髪
を
剃
れ
、
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
「
道
化
某
」
が
髪
を
半
分
剃
っ
て
「
両

屬
ノ
意
ヲ
示
」
し
た
と
い
う
説
を
紹
介
し
、
こ
れ
を
「
サ
レ
ド
牽
強
ナ
ラ

ム
」
と
評
し
て
い
る
。
逸
話
に
よ
る
語
源
で
あ
り
、
①
に
分
類
さ
れ
る
。

な
お
、
「
私
版
「
言
海
」
の
印
刷
の
た
め
に
作
ら
れ
た
浄
書
本
そ
の
も

の
で
あ
り
、
現
在
は
仙
台
市
に
あ
る
宮
城
県
図
書
館
の
所
蔵
で
あ
る
」（
山

田
俊
雄
〔
一
九
七
九
、

頁
〕
）
、『
言
海
』
の
稿
本

（
十
一
）

で
は
、
「
ヨ
リ
イ

712

フ
ト
云
、
説
ア
レ
ド
イ
カ
ガ
」
の
「
説
」
以
下
の
部
分
を
削
除
し
、
「
サ

レ
ド
牽
強
ナ
ラ
ム
、
お
ど
け
ノ
轉
ナ
ル
ベ
キ
カ
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
く
『
言
海
』
稿
本
で
は
「
お
ど
け
ノ
轉
ナ
ラ
ム
」
と
い
う
記

述
が
、
元
々
は
語
源
説
明
の
冒
頭
に
あ
る
（
た
三
八
）（

十
二
）

。
慶
應
義
塾

大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
に
蔵
さ
れ
、
「
稿
本
の
記
述
を
活
字
組
み
し

た
も
の
で
あ
る
」
（
犬
飼
守
薫
〔
一
九
九
九

、［
初
出
一
九
九
一
］
〕
、

b

210

頁
）
、
『
言
海
』
校
正
刷
の
同
条
に
お
い
て
、
語
源
の
内
容
に
変
更
は
見
ら

れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）
。（

十
三
）

。
「
イ
カ
ガ
」
か
ら
の
評
価
の
変
更
に

3

592

つ
い
て
は
、
本
稿
第
四
節
で
取
り
上
げ
る
。

（b

）
「
た
ん
と
」
条

た
ん
と
（
副
）
〔
膽
斗
ノ
音
ト
イ
フ
ハ
牽
強
ナ
ラ
ム
、
或
云
、
梵
語
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ナ
リ
ト
、
或
云
、
西
班
牙
語
、T

anto.

（
多
）
ノ
移
レ
ル
ナ
リ
ト
〕

オ
ホ
ク
。
澤
山
ニ
。
ド
ツ
サ
リ
。
夥
多

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

3

626

「
膽
斗
」
と
い
う
字
音
語
が
語
源
で
あ
る
と
い
う
説
を
、
「
牽
強
ナ
ラ

ム
」
と
評
し
て
い
る
。「
膽
斗
」
と
い
う
語
を
当
て
て
語
源
と
し
て
お
り
、

①
～
④
に
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
⑤
に
分
類
さ
れ
る
。
他
に
は
、「
梵
語
」

説
と
「
西
班
牙
語
」
説
を
挙
げ
て
い
る
。

な
お
、
『
言
海
』
稿
本
の
語
源
部
分
で
は
「
ノ
移
レ
ル
」
と
い
う
部
分

が
後
か
ら
の
補
入
で
あ
る
（
た
一
五
九
）
。『
言
海
』
校
正
刷
の
語
源
部
分

に
お
い
て
は
、
「
或
云
、
」
の
読
点
を
補
入
す
る
の
み
で
内
容
の
変
更
は
無

い
（
第

冊
・

頁
）。

3

626

（c

）
「
テ
ン
プ
ラ
」
条

テ
ン
プ
ラ
（
名
）
｜
天
麩
羅
｜
〔
語
ノ
姿
ト
調
理
ノ
趣
ト
ヲ
考
フ
ル

ニ
、
洋
語
ナ
ラ
ム
ト
思
ハ
ル
、
斯
班
牙
語
、T

em
plo.

（
寺
）
ノ

料
理
ノ
意
ナ
ラ
ム
ト
イ
フ
ハ
牽
強
カ
、
或
云
、
支
那
ニ
テ
、
現
ニ

轉
不
稜
ト
イ
フ
、
是
レ
ナ
リ
ト
、
或
云
、
油
ヲ
天
麩
羅
ト
記
セ
ル

テ
ン

プ

ラ

ア

ブ

ラ

ナ
リ
ト
、
其
他
、
山
東
京
傳
ノ
天
竺
浮
浪
人
云
云
ノ
説
ナ
ド
、
尚

多
ケ
レ
ド
、
何
レ
モ
イ
カ
ガ
〕
魚
介
ノ
肉
ヲ
、
麪
粉
液
ニ
塗
シ
テ
、

コ

ロ

モ

マ
ブ

胡
麻
ノ
油
ニ
テ
煮
ゲ
タ
ル
モ
ノ
。
魚
肉
ノ
揚
物
。

ア

ア
ゲ
モ
ノ

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

4

700

最
初
に
「
洋
語
ナ
ラ
ム
ト
思
ハ
ル
」
と
し
つ
つ
も
、
「
斯
班
牙
語
」
（
ス

ペ
イ
ン
語
）
の
「T

em
plo.

（
寺
）
ノ
料
理
ノ
意
」
で
あ
る
と
い
う
説
は

「
牽
強
カ
」
と
し
て
い
る
。
外
来
語
と
考
え
る
語
源
説
で
あ
り
、
④
に
分

類
さ
れ
る
。
な
お
、
他
に
は
中
国
語
の
説
、
「
山
東
京
傳
ノ
天
竺
浮
浪
人

云
云
ノ
説
」
の
説
な
ど
を
挙
げ
「
何
レ
モ
イ
カ
ガ
」
と
し
て
い
る
。

な
お
、
『
言
海
』
稿
本
の
語
源
部
分
を
見
る
と
、
「
天
竺
浮
浪
人
云
云
ノ

説
」
と
い
う
部
分
は
元
々
は
「
記
セ
ル
所
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
（
て
六

一
）。
『
言
海
』
校
正
刷
の
同
条
の
語
源
部
分
に
お
い
て
、
誤
植
の
訂
正
は

見
ら
れ
る
も
の
の
、
内
容
の
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）
。

4

700

（d

）
「
は
え
」
条

は
え
（
名
）
｜
南
風
｜
〔
梵
語
、
婆
庾
（
風
神
）
ニ
本
ヅ
ク
カ
ト
モ

云
、
牽
強
ナ
ラ
ム
〕
南
ヨ
リ
吹
ク
風
ノ
名
。
（
中
國
、
西
國
、
琉

球
）

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

4

803

「
梵
語
」
の
「
婆
庾
（
風
神
）
」
に
由
来
す
る
と
い
う
説
を
「
牽
強
ナ

ラ
ム
」
と
評
し
て
い
る
。
外
来
語
と
考
え
る
語
源
説
で
あ
り
、
④
に
分
類

さ
れ
る
。

な
お
、
『
言
海
』
稿
本
に
お
け
る
語
源
部
分
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。〈

前
略
〉〔
梵
語
、
婆
痩
【
庾
】
（
風
神
）
ニ
本
ヅ
ク
■
【
カ
ト
モ
】

云
、
■
■
牽
強
ナ
ラ
ム
〕
〈
以
下
略
〉

（
『
言
海
』
稿
本
・
は
三
一
）

『
言
海
』
校
正
刷
の
語
源
部
分
に
お
い
て
は
、
誤
字
の
訂
正
（
「
痩
」

を
「
庾
」
に
す
る
）
は
見
ら
れ
る
が
、
内
容
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第
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冊
・

頁
）。

4

803

（e
）
「
は
す-

は
」
条

は
す-
は
（
名
）〔
斜
端
ノ
意
カ
、
或
云
、
蓮
葉
ノ
義
、
一
葉
ヅ
ツ
飛

ハ
ス

ハ

除
キ
テ
寄
リ
添
ハ
ヌ
意
ヨ
リ
イ
フ
ト
、
牽
強
ナ
ラ
ム
〕（
一
）
處
女

ム
ス

メ

ナ
ド
ノ
性
質
、
身
持
、
ノ
落
ツ
カ
ヌ
ヲ
イ
フ
語
。
輕
佻
（
二
）
旅

店
ノ
婢
。
（
畿
内
）

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

4

814

「
蓮
葉
ノ
義
、
一
葉
ヅ
ツ
飛
除
キ
テ
寄
リ
添
ハ
ヌ
意
ヨ
リ
イ
フ
ト
」
と

い
う
説
を
「
牽
強
ナ
ラ
ム
」
と
評
し
て
い
る
。
「
蓮
葉
」
と
い
う
語
を
当

て
て
語
源
を
説
い
て
お
り
、
①
～
④
に
属
す
る
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、

⑤
に
分
類
さ
れ
る
。
な
お
、
『
言
海
』
の
稿
本
の
語
源
は
、
以
下
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

〈
前
略
〉
斜
端
ノ
意
カ
、
或
云
、
蓮
葉
ノ
義
、
■
■
〈
引
用
者
注
：

ハ
ス

ハ

「
ニ
テ
」
か
〉
一
葉
ヅ
ツ
飛
除
キ
テ
寄
リ
添
ハ
ヌ
意
ヨ
リ
イ
フ
ト
、

■
■
■
、〈
引
用
者
注
：
「
云
フ
ハ
」
か
〉
牽
強
ナ
ラ
ム
〕

（
『
言
海
』
稿
本
・
は
七
二
）

『
言
海
』
校
正
刷
の
語
源
部
分
お
い
て
は
、
誤
字
の
訂
正
は
見
ら
れ
る

も
の
の
、
内
容
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）。

4

814

（f

）
「
は-

ぶ
た
へ
」
条

エ

は-

ぶ
た
へ
（
名
）
｜
羽
二
重
｜
〔
和
名
抄
ニ
、
帛
、
波
久
乃
岐
奴
、

エ

ト
ア
リ
、
帛
栲
ノ
訛
ナ
ラ
ム
ト
云
、
或
ハ
、
呉
羽
穴
羽
ヲ
重
ネ
テ

ハ
ク
タ
ヘ

名
ト
ス
ト
云
フ
ハ
牽
強
ナ
ラ
ム
〕
絹
布
ノ
精
好
緻
密
ニ
シ
テ
、
薄

ク
シ
テ
甚
ダ
光
澤
ア
ル
モ
ノ
。
紋
―
、
綾
―
、
ナ
ド
モ
ア
リ
。
光

絹

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）（

十
四
）

4

832

「
呉
羽
穴
羽
ヲ
重
ネ
テ
名
ト
ス
ト
云
フ
」
説
、
恐
ら
く
は
「
呉
羽
」「
穴

羽
」
と
「
羽
」
が
二
つ
重
な
っ
て
い
る
の
で
「
羽
二
重
」
と
す
る
と
い
う

説
を
「
牽
強
ナ
ラ
ム
」
と
し
て
い
る

（
十
五
）

。
「
羽
二
重
」
の
「
羽
」
と
い

う
語
を
「
呉
羽
穴
羽
」
の
「
羽
」
と
当
て
つ
つ
語
源
を
説
い
て
お
り
、
①

～
④
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
⑤
に
分
類
さ
れ
る
。『
言

海
』
稿
本
に
お
い
て
は
大
き
な
変
更
が
あ
り
、
元
々
の
記
述
は
以
下
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

〈
前
略
〉〔
【
△
】
古
ク
、
帛
ノ
き
ぬ
ト
イ
■
【
ヘ
ル
、
】
是
レ
カ
、
帛
栲

ハ
ク

ハ
ク
タ
ヘ

【
栲
栲
】
ノ
訛
ナ
ラ
ム
ト
云
、
羽
振
栲
【
栲
】
ノ
畧
ト
イ
フ
ハ
、

イ
カ
ガ
又
【
或
ハ
】
呉
羽
穴
羽
ヲ
重
ネ
テ
名
ト
ス
ト
【
■
】
云
■

【
フ
ハ
】
牽
強
ナ
ラ
ム
〕
【
△
和
名
抄
ニ
、
帛
、
波
久
乃
岐
奴
、

ト
ア
リ
、〈
引
用
者
注
：
「
△
和
名
抄
」
か
ら
こ
こ
ま
で
上
側
欄
外

の
記
述
〉
】〈
以
下
略
〉

（
『
言
海
』
稿
本
・
は
一
三
九
）（

十
六
）

『
言
海
』
校
正
刷
に
お
い
て
、
語
源
の
内
容
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）。

4

832

（g

）
「
ひ
さ-

か
た-

の
」
条

ひ
さ-

か
た-
の
（
枕
）
｜
久
方
｜
久
堅
｜
〔
日
差
方
ノ
義
ト
云
、
或

ヒ

サ
ス
カ
タ
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云
、
天
先
ヅ
成
レ
レ
バ
、久
堅
ノ
義
、或
云
、
天
ハ
虛
ナ
レ
バ
、
匏

形

ヒ
サ
ゴ
ガ
タ

ノ
義
、
皆
、
牽
強
ナ
ラ
ム
〕
天
ノ
枕
詞
。
轉
ジ
テ
ハ
、
雨
、
月
、

ア
メ

星
、
雲
、
ナ
ド
、
ス
ベ
テ
、
天
上
ノ
物
ニ
モ
用
ヰ
ル
。
又
轉
ジ
テ

ハ
、
日
ノ
光
、
月
ノ
都
、
ナ
ド
ヲ
略
シ
テ
、
光
、
都
、
ニ
モ
用
ヰ
、

光
ヨ
リ
轉
ジ
テ
ハ
、
鏡
ナ
ド
ニ
モ
用
ヰ
ル
。

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

4

855

「
皆
、
牽
強
ナ
ラ
ム
」
と
評
し
て
い
る
が
、
同
様
に
「
皆
」
と
す
る
（s

）

「
ミ
ソ
」
条
、
（t

）
「
も-

が
さ
」
条
な
ど
が
最
初
に
挙
げ
る
語
源
を
「
牽

強
」
や
「
附
會
」
と
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
た
め
（
そ
の
理
由
は
各

々
の
条
の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
）
、
こ
こ
で
も
「
日
差
方
ノ
義
」
は
「
牽
強
」

ヒ

サ
ス
カ
タ

と
は
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
「
久
堅

ノ
義
」
「

匏

形
ノ
義
」
と
い
う
説
を
「
牽
強
」
と
評
し
て
い
る
と
考
え
て

ヒ
サ
ゴ
ガ
タ

お
く
。
「
久
堅
ノ
義
」
「

匏

形
ノ
義
」
も
各
々
何
ら
か
の
語
を
当
て
て
語

ヒ
サ
ゴ
ガ
タ

源
を
説
い
て
お
り
、①
～
④
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

⑤
に
分
類
さ
れ
る
。
最
初
の
語
源
説
「
日
差
方
ノ
義
」
も
「
牽
強
」
と
は

ヒ

サ
ス
カ
タ

評
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
仮
に
そ
う
で

あ
る
と
し
て
も
、
「
日
差
方
」
も
⑤
の
方
法
で
あ
り
、
こ
こ
で
用
い
ら
れ

ヒ

サ
ス
カ
タ

て
い
る
方
法
は
⑤
の
み
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
『
言
海
』
稿
本
に

お
い
て
は
、
語
源
部
分
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

〈
前
略
〉
〔
日
差
方
ノ
義
ト
云
、
【
或
■
、
云
、
】
天
先
【
ヅ
】
成
レ

ヒ

サ
ス
カ
タ

レ
バ
、
久
堅
ノ
義
ト
イ
ヒ
、
或
云
〈
引
用
者
注
：
こ
の
部
分
汚
れ

が
あ
る
か
〉
、
天
ハ
虚
ナ
レ
バ
、

匏

形
ノ
義
ナ
ド
皆
、
牽
強
ナ
ラ

ヒ
サ
ゴ
ガ
タ

ム
〈
引
用
者
注
：
「
ム
」
の
横
に
短
い
縦
棒
線
が
あ
る
が
意
図
し

て
の
も
の
か
は
不
明
〉
〕

（
『
言
海
』
稿
本
・
ひ
三
四
）

『
言
海
』
校
正
刷
に
「
日
差
方
、
ノ

ナ
レ
バ
、
匏
」
と
い
う
記
入
が

あ
り
、
そ
れ
を
更
に
削
除
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
読
点
の
位
置
に
つ
い
て

の
訂
正
を
試
み
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
「
日
差
方
ノ
」
と
活
字
を
組
ん
だ

ヒ

サ
ス
カ
タ

部
分
の
後
に
読
点
を
追
加
し
よ
う
と
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
）
。
ま
た
、「
天

ハ
虛
ナ
レ
バ
、
」
の
読
点
も
補
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
語
源
の
内
容

自
体
に
つ
い
て
は
、
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）。

4

855

（h

）
「
へ
び
」
条

へ
び
（
名
）
｜
蛇
｜
〔
古
言
へ
み
ノ
轉
、
延
身
ノ
約
カ
。
漢
土
ニ
、
蝮
、

ハ
ヘ

ミ

マ
ム
シ

一
名
、
反
鼻
、
其
鼻
反
ス
レ
バ
ナ
リ
、
サ
ル
ヲ
、
和
名
抄
ニ
「
俗

或
呼
レ
蛇
爲
二

反
鼻
一

其
音
片
尾
」
ト
セ
ル
ハ
牽
強
ナ
ラ
ム
〕
古

ヘ
ン

ビ

名
、
ヘ
ミ
。
又
、
ク
チ
ナ
ハ
。
異
名
、
ナ
ガ
ム
シ
。
動
物
、
身
細

ソ
ク
シ
テ
長
キ
コ
ト
繩
ノ
如
ク
、
尾
、
次
第
ニ
細
ソ
シ
、
全
身
、

細
カ
キ
鱗
ニ
テ
被
ヒ
、
脚
、
耳
、
顕
ハ
レ
ズ
、
秋
、
蟄
ス
ル
前
ニ
、

皮
ヲ
蛻
ク
、
白
ク
シ
テ
、
薄
紙
ノ
如
ク
、
首
尾
損
セ
ズ
、
大
小
、

モ
ヌ

種
類
、
甚
ダ
多
シ
。
其
他
、
に
し
き
―
、
か
ら
す
―
、
う
み
―
、

や
ま
か
が
し
、
あ
を
だ
い
し
や
う
、
等
各
條
ニ
註
ス
。

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

4

915

「
古
言
へ
み
ノ
轉
、
延
身
ノ
約
カ
」
と
い
う
説
を
紹
介
し
た
後
に
、「
和

ハ
ヘ

ミ

名
抄
ニ
「
俗
或
呼
レ

蛇
爲
二

反
鼻
一

其
音
片
尾
」
ト
セ
ル
」
と
い
う
説
を

ヘ
ン

ビ

「
牽
強
ナ
ラ
ム
」
と
退
け
て
い
る
。
「
反
鼻
」
と
い
う
語
を
当
て
て
「
ヘ

ン
ビ
」
と
い
う
音
を
導
く
と
い
う
語
源
で
あ
り
、
①
～
④
に
も
当
て
は
ま

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
⑤
に
分
類
さ
れ
る

（
十
七
）

。

『
言
海
』
稿
本
の
語
源
部
分
を
確
認
す
る
と
、
「
延
身
ノ
約
カ
」
は
後

ハ
ヘ

ミ
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か
ら
付
け
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
へ
二
三
）。
『
言
海
』
校
正
刷
の
語
源

部
分
に
つ
い
て
は
、
「
古
言
へ
み
ノ
轉
」
の
後
の
句
点
が
読
点
に
変
更
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、「
和
名
抄
ニ
」
の
あ
た
り
に
何
ら
か
の
記
述
が
あ
り
、

そ
れ
を
削
除
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
（
第

冊
・

5

915

頁
）。

（i

）
「
マ
シ
ラ
」
条

マ
シ
ラ
（
名
）
｜
猿
｜
〔
梵
語
、
摩
斯
吒
ノ
轉
ト
云
、
或
云
、
眞
猿

マ

シ

タ

ノ
轉
、
或
云
、
申
ヲ
申
ト
讀
メ
ル
ニ
起
ル
ト
、
皆
牽
強
ナ
リ
〕
猴

サ
ル

マ
シ

サ
ル

ニ
同
ジ
。
マ
シ
コ
。
マ
シ
。

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

4

945

「
皆
」
が
ど
こ
ま
で
を
指
す
か
が
問
題
で
あ
る
。『
言
海
』
巻
頭
の
「
索

引
指
南
」

頁
に
お
い
て
、
「
ア
ン
（
餡
）
パ
ン
（
麵
包
）
此
活
字
ナ
ル

3

ハ
唐
音
ノ
語
、
其
他
ノ
外
國
語
ナ
リ
」
と
あ
る
通
り
、
見
出
し
を
カ
タ
カ

ナ
で
書
く
の
は
基
本
的
に
外
来
語
で
あ
る
た
め
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

（
「
梵
語
」
）
の
「
摩
斯
吒
」
に
由
来
す
る
と
い
う
説
を
「
牽
強
」
と
は
し

マ

シ

タ

て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
眞
猿
ノ
轉
」
と
い
う
説
、「
申サ

ル

ヲ
申
ト
讀
メ
ル
ニ
起
ル
」
と
い
う
説
を
「
皆
牽
強
ナ
リ
」
と
退
け
て
い
る

マ
シ

と
考
え
る
。
「
眞
猿
ノ
轉
」
は
何
ら
か
の
語
を
当
て
る
方
法
で
あ
り
、
①

～
④
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
た
め
⑤
に
、
「
申
ヲ
申
ト
讀
メ
ル
ニ
起
ル
」

サ
ル

マ
シ

と
い
う
説
は
、
誤
解
が
元
で
あ
る
の
で
②
に
分
類
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
後

述
の
（p

）
「
と
ら
」
条
は
「
朝
鮮
語
ナ
ラ
ム
カ
」
と
し
つ
つ
も
、
見
出
し

は
平
仮
名
で
あ
り
、
反
対
に
（s

）
「
ミ
ソ
」
条
は
「
朝
鮮
語
」
説
を
挙
げ

て
片
仮
名
と
す
る
な
ど
、
厳
密
に
見
出
し
の
活
字
を
指
定
し
て
い
な
い
可

能
性
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
梵
語
」
の
「
摩
斯
吒
」
が
元
で
あ
る
と
す
る

マ

シ

タ

説
も
「
牽
強
」
と
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
「
梵
語
」

の
「
摩
斯
吒
」
に
由
来
す
る
と
い
う
説
は
④
に
分
類
さ
れ
る
。

マ

シ

タ

な
お
、
『
言
海
』
稿
本
の
語
源
部
分
に
お
い
て
、
「
牽
強
」
の
語
は
「
イ

カ
ガ
」
に
代
わ
っ
て
付
け
ら
れ
て
い
る
（
ま
三
四
）（

十
八
）

。
『
言
海
』
校
正

刷
に
お
い
て
、
語
源
の
内
容
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）
。

5

945

（j

）
「
ま
ひ
ら-

ど
」
条

ま
ひ
ら-

ど
（
名
）
｜
數
子
戸
｜
〔
間
平
戸
ノ
義
カ
ト
云
、
イ
カ
ガ
、

舞
戸
ノ
轉
ナ
ラ
ム
、
或
ハ
、
玄
關
ニ
用
ヰ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
「
參
ラ

マ
ヰ

ウ
戸
」
ノ
意
ト
云
、
牽
強
ナ
ラ
ム
〕

戸
ノ
製
ニ
、
表
面
ニ
細
ソ

キ
棧
ノ
横
ニ
密
ニ
ア
ル
モ
ノ
。

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

サ
ン

4

955

「
玄
關
ニ
用
ヰ
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
か
ら
、
「
「
參
ラ
ウ
戸
」
ノ
意
」
で
あ

マ
ヰ

る
と
す
る
説
を
「
牽
強
ナ
ラ
ム
」
と
評
し
て
い
る
。
こ
れ
は
〝
「
參
ラ
ウ

マ
ヰ

戸
」
〟
と
い
う
語
句
を
当
て
る
方
法
で
あ
り
、
①
～
④
に
は
当
て
は
ま
ら

な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
⑤
に
分
類
さ
れ
る
。
な
お
他
に
は
「
間
平
戸
ノ

義
」
と
い
う
説
を
「
イ
カ
ガ
」
と
評
し
、
「
舞
戸
ノ
轉
ナ
ラ
ム
」
と
い
う

説
を
挙
げ
て
い
る
。

な
お
、
『
言
海
』
稿
本
に
お
い
て
、
語
源
の
内
容
に
変
更
は
無
い
（
ま

七
三
）
。
『
言
海
』
校
正
刷
に
お
い
て
も
語
源
の
内
容
に
変
更
は
見
ら
れ
な

い
（
第

冊
・

頁
）。

5

955

（k

）
「
ヘ
チ
マ
」
条

ヘ
チ
マ
（
名
）
｜
絲
瓜
｜
〔
蠻
語
ナ
リ
ト
云
、
詳
ナ
ラ
ズ
、
或
云
、
絲
瓜

イ
ト
ウ
リ
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ヲ
約
メ
テ
、
と
う
り
ト
モ
イ
フ
、
と
ハ
伊
呂
波
歌
ニ
テ
、
へ
ト
ち

ト
ノ
間
ナ
レ
バ
イ
フ
ト
、
強
牽
ナ
ラ
ム
〕
瓜
ノ
類
、
春
ノ
半
ニ
、

マ

苗
ヲ
生
ジ
、
樹
竹
ニ
延
ヒ
テ
、
蔓
ヲ
長
ズ
、
葉
ノ
大
サ
、
は
な
あ

ふ
ひ
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
尖
リ
多
ク
、
細
毛
刺
ア
リ
、
莖
ニ
稜
ア
リ
、

カ
ド

夏
秋
ノ
交
、
五
瓣
ノ
黄
花
ヲ
開
ク
、
胡
瓜
ノ
花
ニ
似
テ
、
蘂
モ
黄

キ

ウ
リ

ナ
リ
、
實
、
圓
ク
シ
テ
甚
ダ
長
ク
、
若
キ
時
ハ
ヤ
ハ
ラ
カ
ク
、
漬

ケ
テ
食
フ
、
皮
肉
ヲ
去
リ
テ
、
筋
ヲ
存
ス
レ
バ
、
狀
、
海
綿
ノ
如

シ
、
故
ニ
、
絲
瓜
ノ
名
モ
ア
リ
、
垢
ヲ
洗
ヒ
去
ル
用
ト
ス
。
イ
ト

ウ
リ
。
ト
ウ
リ
。
莖
ヲ
切
リ
テ
、
液
ヲ
滴
ラ
シ
取
ル
ヲ
、
へ
ち
ま

の
み
づ
ト
イ
フ
、
淸
白
ナ
リ
、
種
種
ノ
用
ヲ
ナ
ス
、
美
人
水
ノ
名

ア
リ
。
絲
瓜
水

（
『
言
海
』
第

冊
・

～

頁
）

4

913

914

「
絲
瓜
」
に
由
来
す
る
「
と
う
り
」
と
い
う
名
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、

イ
ト
ウ
リ

「
と
」
が
「
伊
呂
波
歌
」
で
「
へ
ト
ち
ト
ノ
間
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と

マ

い
う
説
を
「
強
牽
ナ
ラ
ム
」
と
退
け
て
い
る
。
「
ヘ
チ
マ
」
の
「
ヘ
」
と

「
チ
」
を
い
ろ
は
歌
の
「
へ
」
と
「
ち
」
と
し
、
そ
れ
に
「
間
」
を
加
え

て
い
る
。
何
ら
か
の
語
を
当
て
て
い
る
例
と
見
な
し
、
か
つ
①
～
④
に
は

当
て
は
ま
ら
な
い
た
め
⑤
に
分
類
さ
れ
る
。

な
お
、
『
言
海
』
の
稿
本
の
語
源
部
分
を
見
る
と
「
イ
フ
ト
、
強
牽
ナ

ラ
ム
」
の
部
分
が
元
々
は
「
イ
フ
ト
、
イ
フ
ハ
強
牽
ナ
ラ
ム
」
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
（
へ
一
六
）
。
『
言
海
』
校
正
刷
の
語
源
部
分
に
お
い
て
内

容
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）。

5

913

（l

）
「
く
わ
ん
ぜ-

よ
り
」
条

く
わ
ん
ぜ-

よ
り
（
名
）〔
式
三
番
ノ
翁
ノ
烏
帽
子
ノ
懸
緒
ヲ
、
觀
世

流
ニ
テ
ハ
、
紙
搓
ヲ
合
ハ
セ
テ
用
ヰ
ル
ヨ
リ
シ
テ
イ
フ
ト
云
ハ
附

コ

ヨ
リ

會
ナ
ル
ベ
シ
〕
か
ん
ぜ
ん
よ
り
ニ
同
ジ
。
紙
縷

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

2

305

か
ん-

ぜ
ん-

よ
り
（
名
）〔
紙
裂
縒
ノ
音
便
〕
（
一
）
カ
ウ
ヨ
リ
。
コ

カ
ミ
サ
キ
ヨ
リ

ヨ
リ
。
カ
ン
ジ
ン
ヨ
リ
。
（
二
）
か
う
よ
り
ヲ
、
更
ニ
二
線
合
セ

フ
タ
ス
ヂ

テ
縒
リ
タ
ル
モ
ノ
。

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

ヨ

2

222

「
觀
世
流
」
に
由
来
す
る
と
い
う
説
を
「
附
會
」
と
し
て
い
る
。
「
觀

世
流
」
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
と
い
う
逸
話
を
も
っ
て
語
源
と
し

て
お
り
、
①
に
分
類
さ
れ
る
。

な
お
、
『
言
海
』
稿
本
の
「
く
わ
ん
ぜ-

よ
り
」
条
の
語
源
部
分
を
確
認

す
る
と
、
「
用
ヰ
ル
ヨ
リ
シ
テ
イ
フ
」
の
「
シ
テ
」
が
補
入
で
あ
る
（
く

一
〇
九
）
。
『
言
海
』
校
正
刷
に
お
い
て
、
「
く
わ
ん
ぜ-

よ
り
」
条
に
変
更

は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）
。

2

305

（m

）
「
じ
が-

ば
ち
」
条

じ
が-

ば
ち
（
名
）〔
じ
が
ハ
、
古
名
す
が
る
ノ
轉
ニ
テ
、
共
ニ
、
鳴

ク
聲
ニ
テ
呼
ベ
ル
ナ
ラ
ム
、
似
我
ノ
字
ノ
音
ナ
リ
ナ
ド
ト
モ
イ
フ

ジ

ガ

ハ
、
附
會
ナ
ル
ベ
シ
〕
古
名
、
ス
ガ
ル
。
サ
ソ
リ
。
又
、
コ
シ
ボ

ソ
。
蜂
ノ
一
種
、
長
サ
八
分
許
、
幅
一
分
許
、
腰
甚
ダ
細
ソ
ク
、

全
身
深
黑
ナ
リ
。
夏
、
人
家
ニ
入
リ
、
葦
簀
、
又
ハ
、
筆
管
ノ
中

ヨ
シ

ズ

ナ
ド
ニ
巢
ヲ
作
ル
、
其
子
ノ
卵
、
粟
粒
ノ
如
シ
、
螟
蛉
ノ
子
、
又

ア
ヲ
ム
シ

ハ
蜘
蛛
ナ
ド
取
リ
來
リ
テ
、
中
ニ
入
レ
、
其
子
ニ
粘
ス
、
糧
ト
ス

ル
ナ
リ
、
更
ニ
泥
ニ
テ
隔
テ
ヲ
ナ
ス
コ
ト
、
數
重
ナ
リ
、
其
子
糧
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ヲ
食
ヒ
、
數
日
ニ
シ
テ
羽
化
ス
、
其
聲
じ
が
じ
が
ト
聞
ユ
、
遂
ニ

飛
去
ル
。（
支
那
ニ
テ
ハ
、
螟
蛉
有
レ
子
蜾
蠃
負
レ
之
ト
テ
此
蜂
、

螟
蛉
ノ
子
ヲ
養
ヒ
、
似
レ
我
似
レ
我
ト
テ
化
セ
シ
ム
ト
テ
、
養
子

ノ
譬
ト
ス
）
蜾
蠃

蠮
螉

土
蜂

細
腰

又
、
一
種
、
長
サ
一
寸
許
、

靑
黑
ク
シ
テ
、
梁
、
柱
、
等
ノ
蛀
孔
ニ
巢
ヲ
ツ
ク
ル
ア
リ
、
あ
を

ム
シ
ア
ナ

ば
ち
ト
イ
フ
。
靑
蜂

又
、
三
分
許
、
や
ま
ば
ち
ニ
似
テ
小
ク
、

柱
、
或
ハ
、
器
物
ノ
蛀
孔
ニ
巢
ヲ
ツ
ク
ル
モ
ア
リ
。

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

3

434

「
似
我
ノ
字
音
」
と
い
う
説
を
「
附
會
ナ
ル
ベ
シ
」
と
し
て
退
け
て
い

ジ

ガ

る
。
別
の
語
を
当
て
て
語
源
と
し
て
お
り
、
①
～
④
に
も
当
て
は
ま
ら
な

い
た
め
⑤
に
分
類
さ
れ
る
。
な
お
、
他
に
は
「
じ
が
ハ
、
す
が
る
ノ
轉
」

と
い
う
語
源
が
挙
が
っ
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
「
共
ニ
、
鳴
ク
聲
ニ
テ
呼

ベ
ル
ナ
ラ
ム
」
と
し
て
い
る
。

な
お
、
『
言
海
』
の
稿
本
に
お
い
て
、
語
源
部
分
は
以
下
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

〈
前
略
〉
〔
じ
が
ハ
、
古
名
す
が
る
ノ
轉
ニ
テ
、
共
ニ
、
鳴
ク
聲
ニ

テ
【
呼
ベ
ル
】
名
ヅ
ク
【
■
】
ナ
ラ
ム
、
似
我
ト
イ
フ
【
ノ
】
字

ジ

ガ

【
ノ
】
音
ナ
リ
■
【
ナ
ド
ト
モ
】
イ
フ
ハ
、
附
會
ナ
ラ
ム
【
ル
ベ

シ
】
〕
〈
以
下
略
〉

（
『
言
海
』
稿
本
・
し
一
五
～
し
一
六
）

ま
た
、
「
｜
似
我
蜂
｜
」
と
い
う
漢
字
表
記
が
『
言
海
』
稿
本
に
お
い

て
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
似
我
ノ
字
ノ
音
」
を
「
附
會
ナ
ル
ベ
シ
」

と
し
て
い
る
こ
と
と
関
係
す
る
か
。
『
言
海
』
校
正
刷
に
お
い
て
、
語
源

説
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）（

十
九
）

。

3

434

（n

）
「
と-

か
く
」
条

と-

か
く
（
副
）
｜
左
右
｜
取
捨
｜
兎
角
｜
〔
第
一
類
ノ
天
爾
波
ノ

と
ト
副
詞
ノ
斯
ト
ヲ
連
ネ
タ
ル
語
、
兎
角
龜
毛
ノ
説
ハ
附
會
甚
シ
〕

カ
ク

（
一
）
カ
レ
コ
レ
。
ア
チ
コ
チ
。
ナ
ニ
ヤ
カ
ヤ
。
ト
カ
ウ
。
「
―

申
ス
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
」
―
シ
テ
出
立
チ
給
フ
」
此
二
語
ノ
間
ニ
、

他
語
ヲ
挿
ミ
テ
用
ヰ
ル
コ
ト
多
シ
。
「
と
ニ
か
く
ニ
」
と
テ
モ
か

ハ
サ

く
テ
モ
」
と
ニ
モ
か
く
ニ
モ
」
と
ヤ
か
く
ヤ
」
と
サ
マ
か
う
サ
マ
」

ナ
ド
、
其
意
推
シ
テ
知
ル
ベ
シ
。
（
二
）
ヤ
ヤ
モ
ス
レ
バ
。
ト
モ

ス
レ
バ
。
「
―
爭
ヒ
ノ
端
ト
ナ
ル
」

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）（

二
十
）

4

708

「
兎
角
龜
毛
ノ
説
」
を
「
附
會
」
と
し
て
い
る
。
「
兎
角
龜
毛
」
と
い

う
語
を
当
て
て
語
源
を
説
明
し
て
お
り
、
①
～
④
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い

た
め
⑤
に
分
類
さ
れ
る
。

な
お
、
『
言
海
』
の
稿
本
の
語
源
部
分
を
見
る
と
、
「
斯
ク
」
の
振
り
仮

カ

名
を
書
き
換
え
て
い
る
（
但
し
書
き
換
え
る
前
も
「
カ
」
を
振
り
仮
名
と

す
る
。
と
二
一
）
。
『
言
海
』
校
正
刷
に
お
い
て
、
語
源
説
に
変
更
は
見
ら

れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）。
ま
た
、
「
兎
角
龜
毛
ノ
説
」
を
否
定
す
る
こ

4

708

と
と
関
係
し
て
い
る
の
か
、
『
言
海
』
稿
本
、
『
言
海
』
校
正
刷
の
双
方
に

お
い
て
、
漢
字
表
記
が
「
｜
兎
角
｜
左
右
｜
取
捨
｜
」
と
い
う
順
で
あ
っ

た
の
を
「
兎
角
」
を
最
後
に
変
更
す
る
指
示
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。

（o

）
「
｛
と
じ
」
条

｛
と
じ
（
名
）
｜
刀
自
｜
〔
戸
主
ノ
約
ト
イ
フ
、
イ
カ
ガ
、
字
、
或

ト

ウ
シ
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ハ
、
刀
自
ヲ
合
シ
テ
一
字
ニ
モ
作
レ
リ
、
ソ
ハ
麻
呂
ノ
麿
ノ

如
シ
、
サ
ル
ヲ
、
和
名
抄
ニ
、
支
那
ノ
古
語
ニ
、
謂
二

老

母
一

爲
レ

負
ト
ア
ル
負
ノ
字
ノ
譌
ト
セ
ル
ハ
附
會
ナ
リ
、
刀
自
ハ

老
婦
ニ
限
ル
ニ
ア
ラ
ズ
〕
（
一
）
家
ノ
妻
ナ
ド
、
ス
ベ
テ
、
婦
人

ノ
專
ラ
家
事
ヲ
主
ル
者
ノ
稱
。
延
ベ
テ
、
と
う
じ
。
允
恭
紀
ニ
、

忍
坂
大
中
姫
、
母
ニ
隨
テ
家
ニ
ア
リ
、
苑
中
ニ
遊
ビ
給
ヘ
ル
時
、

鬪
鷄
國
造
、
嘲
リ
テ
、
壓
乞
、
戸
母
戸
母
此
曰
二

覩
自
一

ト
呼
ベ
ル

イ

デ

ト

ジ

コ
ト
ア
リ
。
萬
葉
集
ニ
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
其
留
宅
ノ
女
ニ
贈
レ

ル
歌
ニ
、
吾
兒
乃
刀
自
云
云
、
又
、
淨
御
原
御
宇
天
皇
之
夫
人
、

字
曰
二

氷
上
大
刀
自
一

。
靈
異
記
訓
釋
ニ
、
家
室
。
遊
仙
窟
ニ
、

イ
ヘ
ノ
ト
ジ

娘
子
既
是
主
人
母
。
伊
勢
物
語
ニ
、
家
と
う
じ
、
マ
メ
ニ
思
ハ
ム

イ
ヘ
ノ
ト
ジ

ト
イ
フ
人
ニ
ツ
キ
テ
、
云
云
、
を
ん
な
あ
る
じ
ニ
盃
取
ラ
セ
ヨ
。

主
婦
（
二
）
轉
ジ
テ
、
人
ニ
仕
ヘ
テ
其
家
事
ヲ
掌
ル
婦
ノ
稱
。「
宮

宮
ノ
と
じ
專
女
ニ
テ
モ
、
コ
ノ
御
子
ヲ
ダ
ニ
生
ミ
タ
ラ
バ
」（
三
）

ヲ
サ

メ

又
、
下
﨟
ノ
女
官
ノ
稱
。
「
刀
自
、
御
膳
宿
、
臺
所
、
各
別
地
、

オ

モ
ノ
ヤ
ド
リ

云
云
、
是
一
向
御
膳
役
者
也
」

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）（

二
十
一
）

4

716

「
刀
自
ヲ
合
シ
テ
一
字
ニ
モ
作
レ
」
る
と
述
べ
、
そ
し
て
、
「
和
名

抄
ニ
、
支
那
ノ
古
語
ニ
、
謂
二

老
母
一

爲
レ

負
ト
ア
ル
負
ノ
字
ノ
譌
ト

セ
ル
」
と
い
う
説
、
つ
ま
り
「
負
」
と
い
う
字
の
「
譌
」（
な
ま
り
）（

二
十
二
）

が
語
源
で
あ
る
と
考
え
、
そ
こ
か
ら
意
味
を
解
釈
す
る
説
を
「
附
會
」
と

し
て
い
る
（
そ
の
字
は
「
麻
呂
」
を
「
麿
」
と
書
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る

と
し
て
い
る
）
。
造
字
原
理
を
検
討
し
た
説
で
あ
り
、
③
に
分
類
さ
れ
る
。

な
お
、
他
に
は
「
戸
主
ノ
約
」
と
い
う
説
を
「
イ
カ
ガ
」
と
表
し
て
い
る
。

ト

ウ
シ

『
言
海
』
の
稿
本
の
語
源
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

〈
前
略
〉〔
戸

主

ノ
約
ト
■
イ
フ
、
イ
カ
ガ
、
字
、
或
ハ
、
刀
自

ト

■
【
ウ
】
シ

ヲ
合
シ
テ
一
字
ニ
モ
作
レ
リ
、
ソ
ハ
麻
呂
ノ
麿
ノ
如
シ
、
サ

ル
ヲ
、
和
名
抄
ニ
、
支
那
ノ
古
語
ニ
、
謂
二

老
母
一

爲
レ

負

ト
ア
ル
負
ノ
字
ノ
譌
ト
セ
ル
ハ
附
會
ナ
リ
、
刀
自
ハ
老
婦
ニ
限
ル

ニ
ア
ラ
ズ
〕〈
以
下
略
〉

（
『
言
海
』
稿
本
・
と
四
八
）

な
お
、
「
如
シ
、
サ
ル
ヲ
」
の
部
分
は
、
あ
く
ま
で
も
影
印
に
よ
る

所
見
で
は
何
ら
か
の
書
き
換
え
の
結
果
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
正
確

な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
『
言
海
』
校
正
刷
の
語
源
部
分
に
つ
い
て
、
「
或

ハ
刀
自
」
の
「
刀
」
に
訂
正
を
試
み
よ
う
と
し
た
と
お
ぼ
し
き
記
入
が
見

ら
れ
る
が
、
内
容
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）。

4

716

（p

）
「
と
ら
」
条

と
ら
（
名
）
｜
虎
｜
〔
朝
鮮
語
ナ
ラ
ム
カ
、
人
ヲ
捕
ル
意
ノ
名
ト
イ

フ
ハ
イ
カ
ガ
、
或
云
、
支
那
ニ
テ
、
楚
人
、
虎
ヲ
於
菟
ト
イ
フ
、

オ

ト

於
ハ
發
聲
ニ
テ
、
（
越
ノ
於
越
ノ
如
シ
）
其
菟
ヲ
傳
ヘ
テ
、
ら
ノ

助
語
ヲ
添
ヘ
テ
イ
ヘ
ル
ナ
リ
ト
云
、
此
説
モ
附
會
ナ
ラ
ム
カ
〕
猛

獸
ノ
名
、
亞
細
亞
大
陸
ニ
多
シ
、
高
サ
三
尺
許
、
長
六
尺
許
、
大

ナ
ル
ハ
丈
許
、
頭
、
猫
ニ
似
テ
、
體
ニ
比
ブ
レ
バ
小
サ
ク
、
尾
長

シ
、
獅
ニ
次
ギ
テ
猛
ク
シ
テ
、
他
獸
ヲ
捕
リ
食
フ
、
背
ノ
毛
黄
赤

色
ニ
シ
テ
、
遍
ク
太
キ
黑
線
ア
リ
テ
美
シ
、
コ
レ
ヲ
虎
斑
ト
イ
フ
、

ト
ラ

フ

敷
物
ナ
ド
ト
シ
テ
珍
ト
ス
、
面
、
喉
、
腹
下
、
色
白
シ
。

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

4

730

「
楚
人
」
が
「
虎
ヲ
於
菟
ト
イ
フ
」
こ
と
に
由
来
す
る
と
し
、
「
菟
」

オ

ト
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に
「
助
語
」
で
あ
る
「
ら
」
が
加
わ
っ
た
と
い
う
説
を
「
此
説
モ
附
會
ナ

ラ
ム
カ
」
と
し
て
い
る
。
「
楚
人
」
が
「
虎
ヲ
於
菟
」
ト
イ
フ
と
い
う
伝

オ

ト

承
を
起
点
と
す
る
語
原
説
で
あ
り
、
①
に
分
類
さ
れ
る
。
他
に
は
「
朝
鮮

語
ナ
ラ
ム
カ
」
と
し
、
「
人
ヲ
捕
ル
意
ノ
名
」
の
説
に
つ
い
て
は
、
「
イ
カ

ガ
」
と
し
て
い
る
。

な
お
、
『
言
海
』
稿
本
に
お
い
て
は
元
々
末
尾
に
「
添
ヘ
テ
イ
ヘ
ル
ナ

リ
ト
イ
フ
モ
イ
カ
ガ
〕」
と
あ
っ
た
の
が
、
「
添
ヘ
テ
イ
ヘ
ル
ナ
リ
ト
云
此

説
モ
附
會
ナ
ラ
ム
カ
」
と
い
う
評
価
に
改
め
ら
れ
て
い
る
（
と
九
四
～
と

九
五
）（

二
十
三
）

。
ま
た
、
こ
の
部
分
は
『
言
海
』
校
正
刷
に
無
い
（
犬
飼
守

薫
〔
一
九
九
九

、

頁
〕
で
も
こ
こ
を
含
む
部
分
を
欠
く
こ
と
が
報
告

b

189

さ
れ
て
い
る
）。

（q

）
「
は
し
ら
」
条

は
し
ら
（
接
尾
）
｜
柱
｜
〔
立
チ
並
ビ
オ
ハ
ス
ル
ヲ
數
フ
ル
意
ノ
語

ナ
ラ
ム
ト
云
、
或
ハ
、
古
以
二

貴
人
一

喩
レ

於
レ

木
、
故
爲
二

一

柱
一
木
一

、
以
二

賤
人
一

喩
レ

於
レ

草
、
故
謂
二

靑
人
草
一

ト
モ
云
、

附
會
ナ
ラ
ム
〕
神
、
佛
、
貴
人
、
ヲ
敬
ヒ
テ
數
フ
ル
語
、
幾
所
、

幾
方
ナ
ド
言
ハ
ム
ガ
如
シ
。
「
三
柱
ノ
神
」
皇
子
、
二
柱
」
太
政

大
臣
、
一
柱
」
觀
世
音
菩
薩
、
一
柱
」

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

4

813

「
古
以
二

貴
人
一

喩
レ

於
レ

木
、
故
爲
二

一
柱
一
木
一

、
以
二

賤
人
一

喩
レ

於
レ

草
、
故
謂
二

靑
人
草
一

ト
モ
云
」
と
い
う
説
、
つ
ま
り
、
昔
は

「
貴
人
」
を
「
木
」
に
「
喩
」
え
た
た
め
「
一
柱
一
木
」
と
し
、
ま
た
「
賤

人
」
は
「
草
」
に
「
喩
」
え
た
た
め
「
靑
人
草
」
と
言
う
、
と
す
る
説
を

「
附
會
ナ
ラ
ム
」
と
評
し
て
い
る
。
「
古
以
二

貴
人
一

喩
レ

於
レ

木
」
を
あ

る
種
の
伝
承
と
考
え
る
と
、
①
に
分
類
さ
れ
る
。

な
お
、
『
言
海
』
の
稿
本
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

〈
前
略
〉
〔
立
チ
並
ビ
座
ス
【
オ
ハ
ス
ル
】
ヲ
数
フ
ル
意
ノ
語
ナ
ラ

ム
ト
云
、
私
記
ニ
、
【
或
ハ
、
】
古
以
二

貴
人
一

喩
レ

於
レ

木
、
故

爲
二

一
柱
一
木
一

〈
引
用
者
注
：
「
一
木
」
の
振
り
仮
名
を
削
除

す
る
〉
、
以
二

賤
人
一

喩
レ

於
レ

草
、
故
謂
二

靑
人
草
一

ト
■
〈
引

用
者
注
：
「
ア
」
を
削
除
か
〉
【
モ
云
、】
ル
ハ
附
會
ナ
ラ
ム
〕〈
以

下
略
〉

（
『
言
海
』
稿
本
・
は
六
八
）

『
言
海
』
校
正
刷
に
お
い
て
語
源
説
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
4

・

頁
）。

813
（r

）
「
は
も
」
条

は
も
（
名
）
｜
鱧
｜
〔
古
名
、
は
む
ノ
轉
、
海
鰻
ノ
唐
音
ト
云
フ
ハ

附
會
ナ
リ
〕
古
名
、
ハ
ム
。
魚
ノ
名
、
畿
内
中
國
ノ
海
ニ
多
シ
、

形
、
う
な
ぎ
ニ
似
テ
大
ク
、
灰
色
ニ
シ
テ
、
腹
、
白
ク
、
觜
、
長

ク
尖
リ
テ
、
齒
多
シ
、
背
鰭
ア
リ
テ
尾
ニ
連
ル
、
大
ナ
ル
ハ
、
長

サ
三
四
尺
、
肉
ニ
小
骨
多
シ
、
味
、
淡
甘
ニ
シ
テ
、
蒲
鋒
ニ
シ
テ

佳
ナ
リ
ト
シ
、
或
ハ
、
生
、
炙
、
共
ニ
食
フ
。
海
鰻
鱺

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

4

840

「
海
鰻
ノ
唐
音
」
で
あ
る
と
い
う
説
を
「
附
會
」
と
し
て
い
る
。
「
唐

音
」
は
『
言
海
』
で
は
外
来
語
扱
い
で
あ
る
。
『
言
海
』
「
索
引
指
南
」
3
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頁
の
「
（
十
二
）
」
に
片
仮
名
で
示
し
た
も
の
は
、
「
唐
音
ノ
語
、
其
他
ノ

外
國
語
ナ
リ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
言
海
』
巻
末
の
「
言
海
採
収
語
…
類

別
表
」
に
は
、
「
唐
音
」
は
「
外
來
語
」
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
外

来
語
と
し
て
処
理
さ
れ
た
も
の
を
「
附
會
」
と
し
て
い
る
と
判
断
で
き
、

④
に
分
類
さ
れ
る
。

な
お
、
『
言
海
』
稿
本
の
語
源
部
分
を
見
る
と
、
こ
の
「
附
會
」
と
い

う
評
価
は
「
イ
カ
ガ
」
と
い
う
評
価
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
は
む
ノ
轉
」

と
あ
る
下
に
削
除
さ
れ
た
字
が
あ
る
が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
（
は
一
六

六
）（

二
十
四
）

。
『
言
海
』
校
正
刷
に
お
い
て
、
語
源
説
に
変
更
は
見
ら
れ
な

い
（
第

冊
・

頁
）（

二
十
五
）

。

4

840

（s

）
「
ミ
ソ
」
条

ミ
ソ
（
名
）
｜
味
醬
｜
味
噌
｜
〔
朝
鮮
語
ニ
、
醬
ヲ
蜜
祖
ト
イ
フ
、

ミ

ソ

和
名
抄
ニ
、
高
麗
醬
ノ
稱
ア
リ
、
證
ト
ス
ベ
シ
、
同
書
ニ
、
末マ

ツ

醬
ヲ
未
醫
ト
誤
レ
リ
ト
ノ
説
、
或
ハ
、
唐
僧
、
鑑
眞
、
嘗
メ
テ
未

シ
ヤ
ウ

ミ

シ
ヤ
ウ

曾
有
ト
稱
シ
タ
ル
ニ
起
ル
ナ
ド
イ
フ
、
皆
、
附
會
ナ
リ
〕
（
一
）

味
噌
豆
ヲ
煮
テ
、
搗
キ
タ
ダ
ラ
カ
シ
、
麴
ト
鹽
ト
ニ
和
シ
テ
、
桶

ニ
藏
シ
テ
、
日
ヲ
歴
テ
釀
シ
成
ス
モ
ノ
、
擂
リ
テ
汁
ト
シ
、
又
物

ニ
味
ヲ
添
フ
ル
ニ
用
ヰ
ル
、
古
ク
、
又
、
香
ト
モ
イ
ヘ
リ
、
臭
高

カ
ウ

カ

ケ
レ
バ
ナ
リ
。
「
香
ノ
物
」
ナ
ド
イ
フ
、
コ
レ
ナ
リ
。
豉

製
ニ
ヨ

リ
テ
、
赤
―
、
白
―
、
玉
―
、
等
ア
リ
、
各
條
ニ
註
ス
。
（
二
）

＋＋

鄙
語
ニ
、
面
目
ヲ
失
フ
コ
ト
。
「
―
ヲ
ア
ゲ
ル
」
―
ヲ
ツ
ケ
ル
」

ナ
ド
イ
フ
。
（
味
噌
ノ
味
噌
臭
キ
ハ
下
品
ナ
リ
ト
イ
フ
ニ
起
レ
リ

ト
云
）

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）（

二
十
六
）

4

970

「
朝
鮮
語
ニ
、
醬
ヲ
蜜
祖
ト
イ
フ
」
と
い
う
語
源
は
、
「
和
名
抄
ニ
、

ミ

ソ

高
麗
醬
ノ
稱
ア
リ
」
と
い
う
論
拠
を
挙
げ
て
、
「
證
ト
ス
ベ
シ
」
と
、
し

て
い
る
た
め
、
こ
の
説
は
「
附
會
」
と
は
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
よ
っ
て
、
「
同
書
〈
引
用
者
注
：
「
和
名
抄
ニ
」
〉
末
醬
ヲ
未
醫
ト

マ
ツ
シ
ヤ
ウ

ミ

シ
ヤ
ウ

誤
レ
リ
ト
ノ
説
」
と
「
鑑
眞
」
が
「
未
曾
有
ト
稱
シ
タ
ル
」
と
い
う
説
が

「
皆
、
附
會
ナ
リ
」
と
評
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
末
醬
ヲ
未
醫
ト
誤
レ

マ
ツ
シ
ヤ
ウ

ミ

シ
ヤ
ウ

リ
ト
ノ
説
」
は
誤
解
が
元
で
あ
る
語
源
で
あ
る
た
め
②
に
、
「
鑑
眞
」
の

逸
話
に
基
づ
く
語
源
は
①
に
分
類
さ
れ
る
。

な
お
、
「
唐
僧
、
鑑
眞
、
嘗
メ
テ
」
と
あ
る
部
分
が
『
言
海
』
の
稿
本

に
お
い
て
は
、
「
唐
僧
、
鑑
真
、
歸
化
シ
テ
嘗
メ
テ
」
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
醬
ヲ
蜜
祖
ト
イ
フ
」
と
あ
る
下
に
何
ら
か
の
字
が
あ
り
、
削
除

ミ

ソ

さ
れ
て
い
る
が
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
（
み
二
五
）
。
『
言
海
』
校
正
刷
の

語
源
部
分
に
お
い
て
、
誤
字
の
訂
正
は
見
ら
れ
る
も
の
の
内
容
の
変
更
は

見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）。

5

970

（t

）
「
も-

が
さ
」
条

も-

が
さ
（
名
）
｜
痘
瘡
｜
〔
又
、
い
も
が
さ
ト
モ
見
ユ
、
齋
瘡
ノ

イ
モ

約
ニ
テ
、
禁
忌
多
ケ
レ
バ
イ
フ
ト
云
、
今
モ
痘
痕
ノ
語
ア
リ
、
或

イ

モ

ハ
、
和
名
抄
ニ
、
皰
、
面
瘡
也
、
ヲ
引
ケ
ル
ハ
誤
レ
ド
、
尚
、
面
瘡

ニ
キ
ミ

モ

ガ

サ

ト
訓
ジ
タ
ル
意
カ
、
痘
、
先
ヅ
面
ニ
發
ス
、
其
他
、
喪
瘡
、
裳
瘡

モ

ガ
サ

モ

ガ
サ

ノ
説
ア
レ
ド
、
皆
、
附
會
ナ
ラ
ム
〕
疱
瘡
ニ
同
ジ
。
續
紀
「
延
暦

ハ
ウ
サ
ウ

九
年
、
秋
冬
、
京
畿
男
女
、
年
三
十
以
下
者
、
悉
發
二

豌
豆
瘡
一

ヱ
ン
ド
ウ
サ
ウ

俗
云
二

裳
瘡
一

」
和
名
抄
「
唐
韻
云
、
皰
、
面
瘡
也
、
皰
瘡
、
此

モ

ガ
サ

間
云
二

毛
加
佐
一

」
榮
花
物
語
「
今
年
い
も
が
さ
ト
イ
フ
モ
ノ
、

起
リ
ヌ
ベ
シ
ト
テ
」

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）（

二
十
七
）

4

1010
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「
其
他
、
喪
瘡
、
裳
瘡
ノ
説
」
と
い
う
説
を
「
皆
、
附
會
ナ
ラ
ム
」
と

モ

ガ
サ

モ

ガ
サ

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
喪
」
や
「
裳
」
な
ど
の
語
を
当
て
て
語
源
を

モ

モ

説
い
て
お
り
、
①
～
④
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
た
め
⑤
に
分
類
さ
れ
る
。

な
お
、「
齋
瘡
ノ
約
ニ
テ
、
禁
忌
多
ケ
レ
バ
イ
フ
ト
云
」
と
い
う
説
は
「
今

イ
モ

モ
痘
痕
ノ
語
ア
リ
」
と
、
そ
の
合
理
性
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、「
或
ハ
、

イ

モ

和
名
抄
ニ
、

皰

、
面
瘡
也
、
ヲ
引
ケ
ル
」
こ
と
も
「
誤
レ
ド
」
と
し
つ

ニ
キ
ミ

つ
も
、
「
面
瘡
ト
訓
ジ
タ
ル
意
カ
、
痘
、
先
ヅ
面
ニ
發
ス
」
と
、
顔
に
ま

モ
ガ
サ

ず
発
症
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
合
理
性
を
認
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
よ
っ
て
、
「
齋
瘡
ノ
約
」
と
「
面
瘡
」
の
説
に
つ
い
て
は
「
附
會
」

イ
モ

と
評
さ
れ
た
例
に
は
含
め
な
か
っ
た
。

な
お
、
『
言
海
』
稿
本
に
お
い
て
、
語
源
説
明
の
「
痘
痕
」
を
「
瘡
」

イ

モ

の
字
か
ら
「
痕
」
に
修
正
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
齋
瘡
」
が
『
言
海
』
稿

イ
モ

本
で
は
「
齋

瘡
」
と
な
っ
て
い
る
（
も
四
）
。
『
言
海
』
校
正
刷
の
語
源

イ
モ
■

部
分
に
お
い
て
も
同
様
の
誤
字
の
訂
正
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
「
ノ
語
ア
リ
、

或
ハ
」
の
「
語
」
に
も
何
ら
か
の
訂
正
を
試
み
よ
う
と
し
た
形
跡
は
見
ら

れ
る
が
、
語
源
の
内
容
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）。

5

1010

（u

）
「
も
り
」
条

も
り
（
名
）
｜
森
｜
〔
茂
キ
意
ト
云
、
或
ハ
、
叢
ノ
轉
カ
、
又
ハ
、
盛

モ

ム
ラ

モ
リ

ノ
義
カ
、
或
ハ
、
木
林
ノ
音
ノ
約
、
森
ハ
其
二
合
字
ナ
リ
ト
イ
フ

モ
ク
リ
ン

ハ
、
附
會
ナ
リ
〕
（
一
）
木
立
ノ
、
殊
ニ
叢
立
チ
タ
ル
處
。
林
ノ

繁
キ
モ
ノ
。
叢
樹
（
二
）
特
ニ
、
神
社
ニ
ア
ル
地
ノ
木
立
ノ
處
。

コ

ダ
チ

「
生
田
ノ
杜
」
糺
ノ
杜
」
叢
祠

モ
リ

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）（

二
十
八
）

4

1022

「
或
ハ
、
木
林
ノ
音
ノ
約
、
森
ハ
其
二
合
字
ナ
リ
ト
イ
フ
」
と
あ
る
。

モ
ク
リ
ン

「
木
」
と
「
林
」
に
分
解
し
、
語
源
を
考
え
る
説
を
「
附
會
」
と
し
て
い

る
。
造
字
原
理
に
遡
る
説
で
あ
り
、
③
に
分
類
さ
れ
る
。
他
に
は
「
茂
キ

モ

意
ト
云
」
「
叢
ノ
轉
」
「
盛
ノ
義
」
と
い
う
説
を
挙
げ
て
い
る
。

ム
ラ

モ
リ

な
お
、『
言
海
』
稿
本
に
お
け
る
語
源
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

〈
前
略
〉〔
木
ノ
茂
キ
意
ト
云
、
或
ハ
、
叢
ノ
轉
カ
、
或
云
、【
又
ハ
、】
盛

モ

ム
ラ

モ
リ

ノ
義
【
カ
】
、
或
云
【
ハ
】
、
木
林
ノ
音
ノ
約
、
森
ハ
其
【
二
】
合

モ
ク
リ
ン

字
【
ナ
リ
】
ト
云
フ
ハ
【
イ
フ
ハ
】
、
附
會
ナ
リ
〕〈
以
下
略
〉

（
『
言
海
』
稿
本
・
も
五
三
）

『
言
海
』
校
正
刷
に
お
い
て
、
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）
。

5

1022

（v

）
「

＋＋

お
ほ-

ま
か
」
条

オ

＋＋

お
ほ-

ま
か
（
名
）
〔

細

、
ニ
對
シ
テ
、
大
ま
か
ナ
ド
イ
ヘ
ル
俗
言

オ

コ
マ
カ

オ
ホ

カ
、
大
摩
訶
ナ
ラ
ム
ト
ノ
説
ハ

鑿

ナ
ラ
ム
〕
お
ほ
や
う
ニ
同
ジ
。

イ
リ
ホ
ガ

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

1

155

お
ほ-

や
う
（
名
）
｜
大
樣
｜
（
一
）オ
ホ
カ
タ
。
大
抵
。（
二
）
心

、
動
止
、

オ

ヨ

コ
コ
ロ

フ
ル
マ
ヒ

ノ
寛

ニ
シ
テ
、
卑
シ
キ
風
ナ
キ
コ
ト
。
オ
ホ
マ
カ
。
優
雅

ユ
ル
ヤ
カ

フ
リ

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

1

155

「
大
摩
訶
ナ
ラ
ム
」
と
の
説
が
「

鑿

ナ
ラ
ム
」
と
退
け
ら
れ
て
い
る
。

イ
リ
ホ
ガ

「
鑿
」
と
し
て
退
け
ら
れ
た
「
大
摩
訶
」
に
つ
い
て
、
『
言
海
』
の
「
マ

イ
リ
ホ
ガ

カ
」
条
は
「
梵
語

大
、
ノ
義
」
（
第

冊
・

頁
）
と
す
る
こ
と
か
ら
、

4

938



- 38 -

「
お
ほ-

ま
か
」
の
語
源
を
外
来
語
（
「
梵
語
」
）
と
考
え
る
説
と
見
な
し

オ

た
。
よ
っ
て
④
に
分
類
さ
れ
る
。

な
お
、
『
言
海
』
稿
本
の
語
源
部
分
に
お
い
て
は
、
「

鑿

ナ
ラ
ム
」
は

イ
リ
ホ
ガ

元
々
、「
鑿
ナ
ル
ベ
シ
」
で
あ
っ
た
（
お
五
九
、
こ
の
他
、「
鑿
」
の
「
リ
」

イ
リ
ホ
ガ

イ
リ
ホ
ガ

を
書
き
直
し
て
い
る
）。
『
言
海
』
校
正
刷
の
語
源
部
分
に
関
し
て
、
誤
字

の
訂
正
を
除
い
て
内
容
の
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）。

1

155

（w

）
「
お
ろ
か-

に
」
条

お
ろ
か-

に
（
副
）
｜
愚
｜
〔
梵
語
、
阿
羅
伽
ノ
轉
ト
イ
フ
ハ
、

鑿
イ
リ
ホ
ガ

ナ
ラ
ム
、
足
ラ
ハ
ヌ
意
ノ
お
ろ
お
ろ
ト
通
ズ
ル
語
ナ
ル
ベ
シ
〕
智

乏
シ
ク
。
理
解
ノ
心
缺
ケ
テ
。

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

1

162

「
梵
語
」
で
「
阿
羅
伽
ノ
轉
」
で
あ
る
と
い
う
説
を
「

鑿

ナ
ラ
ム
」

イ
リ
ホ
ガ

と
退
け
て
い
る
。
「
梵
語
」
説
を
退
け
て
お
り
、
④
に
分
類
さ
れ
る
。

な
お
、『
言
海
』
稿
本
に
お
い
て
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
お
八
三
）
。『
言

海
』
校
正
刷
に
お
い
て
も
内
容
の
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁

1

163

〔
頁
数
の
印
字
な
し
。
朱
で
「
六
十
三
」
と
あ
る
〕
）。

三

「
牽
強
」
「
強
牽
」
「
附
會
」
「
鑿
」
と
評
さ
れ
る
の
は

方
法
自
体
の
不
適
切
さ
が
原
因
か

「
牽
強
」
や
「
強
牽
」
「
附
會
」
と
評
さ
れ
た
語
源
説
で
用
い
ら
れ
て

い
る
方
法
を
改
め
て
確
認
し
よ
う

（
二
十
九
）

。

①

逸
話
や
伝
承
を
も
っ
て
語
源
を
説
く
方
法

…
…
（a

）
（l

）（p

）
（q

）
（s

）

②

誤
解
が
元
で
あ
る
と
考
え
る
方
法

…
…
（i

）
（s

）

③

造
字
原
理
を
検
討
す
る
方
法

…
…
（o

）
（u

）

④

外
来
語
（
唐
音
を
含
む
）
で
あ
る
か
確
信
が
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
外

来
語
と
し
て
処
理
す
る
方
法

…
…
（c

）（d

）［
（i

）
］（r

）（v

）（w

）

⑤

①
～
④
に
当
て
は
ま
ら
ず
、
何
ら
か
の
語
を
当
て
る
方
法

…
…
（b

）
（e

）
（f

）
（g

）
（h

）
（i

）
（j

）
（k

）
（m

）
（n

）
（t

）

こ
れ
ら
の
原
理
（
特
に
①
～
④
）
に
基
づ
く
語
源
は
「
牽
強
」
や
「
附

會
」
と
評
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
「
牽
強
」

や
「
附
會
」
な
ど
と
さ
れ
た
語
源
説
と
同
じ
原
理
に
基
づ
い
た
語
源
説
で

あ
り
な
が
ら
、
「
牽
強
」
や
「
附
會
」
と
は
評
さ
れ
な
い
『
言
海
』
の
語

原
説
も
あ
る
。

「
①

逸
話
や
伝
承
を
も
っ
て
語
源
を
説
く
方
法
」
に
類
す
る
例
で
は

あ
る
が
、「
牽
強
」
や
「
附
會
」
と
は
評
さ
れ
な
い
例
に
は
「
げ
ぢ-

げ
ぢ
」

条
、
「
せ
つ-

い
ん
」
条
「
｛
そ
が-

ぎ
く
」
条
が
あ
る
。

げ
ぢ-

げ
ぢ
（
名
）〔
假
名
遣
、
サ
ダ
カ
ナ
ラ
ズ
、
或
云
、
梶
原
景
時
、

常
ニ
右
幕
下
ノ
下
知
ナ
リ
ト
稱
ヘ
テ
、
威
ヲ
振
ヒ
シ
カ
バ
、
人
、

げ
ぢ
げ
ぢ
ト
渾
名
シ
テ
忌
メ
リ
、
蟲
ノ
名
此
ニ
起
ル
ト
、
或
云
、

ア
ダ

ナ

景
時
ノ
名
ヲ
、
音
ニ
テ
、
げ
じ
げ
じ
ト
イ
ヘ
ル
ナ
リ
ト
、
サ
ラ
バ
、

げ
じ
ノ
假
名
ナ
ラ
ム
カ
〕
蟲
ノ
名
、
夏
、
床
下
ナ
ド
ノ
濕
地
ニ
居

リ
、
夜
出
デ
テ
、
小
蟲
ヲ
捕
リ
食
フ
、
長
サ
一
寸
許
、
む
か
で
ニ

似
テ
、
狹
ク
シ
テ
平
ナ
ラ
ズ
、
足
多
ク
シ
テ
細
長
ク
、
走
ル
コ
ト

甚
ダ
速
ナ
リ
、
淡
褐
色
、
或
ハ
、
黑
ミ
ア
リ
、
薄
黑
キ
斑
ア
ル
モ

ア
リ
。
蚰
蜒

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

2

316
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せ
つ-

い
ん
（
名
）
｜
雪
隱
｜
〔
福
州
ノ
雪
峯
義
存
禪
師
、
常
ニ
隱
所

カ

ハ
ヤ

ヲ
掃
除
シ
テ
、
大
悟
ヲ
得
タ
リ
、
因
テ
名
ト
ス
ト
云
、
或
云
、
雪

竇
禪
師
、
靈
隱
寺
ノ
司
廁
ノ
職
得
タ
リ
シ
ヨ
リ
イ
フ
ト
〕
廁
ノ
異

カ
ハ
ヤ

名
。
セ
ッ
チ
ン
。

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

3

553

｛
そ
が-
ぎ
く
（
名
）
｜
黄
菊
｜
〔
仁
明
帝
、
黄
菊
ヲ
好
ミ
給
ヒ
ケ

レ
バ
、
其
年
號
ニ
因
テ
承
和
菊
ト
呼
ブ
ナ
リ
ト
云
〕
黄
菊
ノ
稱
。

ソ

ガ

キ

ギ
ク

「
我
サ
ラ
バ
、
標
結
ヒ
立
テ
ム
、
岡
ノ
邊
ニ
、
人
モ
ス
サ
メ
ヌ
、

シ
メ

そ
が
ぎ
く
ノ
花
」
そ
が
菊
ノ
色
ナ
ル
河
、
一
タ
ビ
澄
ミ
テ
」
（
支

那
ノ
黄
河
ヲ
イ
フ
）

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

3

568

「
げ
ぢ-

げ
ぢ
」
条
で
は
、
一
つ
目
の
「
梶
原
景
時
」
が
「
常
ニ
右
幕

下
ノ
下
知
」
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
語
源
が
①
の
方
法
に
あ
て
は
ま
る
が
、

「
牽
強
」
や
「
附
會
」
な
ど
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
『
言
海
』
稿
本
を
見

る
と
、
上
側
欄
外
に
「
濃
州
ニ
梶
原
ト
イ
フ
」
と
い
う
メ
モ
が
あ
る
（
け

カ
ヂ
ハ
ラ

二
七
）
。
「
濃
州
」
で
は
こ
の
虫
を
「
梶
原
」
と
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

カ
ヂ
ハ
ラ

う
。
こ
の
書
き
入
れ
か
ら
は
、
大
槻
文
彦
が
こ
の
説
を
補
強
し
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
す
ら
窺
え
る

（
三
十
）

。
「
せ
つ-

い
ん
」
条
で
は
、
「
雪
峯
義
存

禪
師
」
が
「
隱
所
ヲ
掃
除
」
に
よ
り
「
大
悟
」
し
た
か
ら
と
い
う
説
と
「
雪

カ

ハ
ヤ

竇
禪
師
」
が
「
靈
隱
寺
ノ
司
廁
ノ
職
」
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
説
を
挙
げ

て
い
る
が
、「
牽
強
」
や
「
附
會
」
の
よ
う
に
退
け
ら
れ
て
は
い
な
い

（
三
十
一
）

。

「
｛
そ
が-

ぎ
く
」
条
で
は
、
「
仁
明
帝
」
の
逸
話
を
引
き
、
「
其
年
號
ニ
因

テ
承
和
菊
」
と
い
う
説
を
挙
げ
て
い
る
が
、
「
牽
強
」
や
「
附
會
」
と
は

ソ

ガ

し
て
い
な
い

（
三
十
二
）

。

ま
た
、
（p

）
「
と
ら
」
条
に
関
し
て
、
「
お
と
」
条
は
以
下
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

お
と
（
名
）
｜
於
菟
｜
〔
楚
人
謂
レ

虎
爲
二

於
菟
一

〕
（
一
）
虎
、
ノ

ト
ラ

異
名
。
（
二
）
轉
ジ
テ
、
猫
、
ノ
異
名
。

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

1

145

「
と
ら
」
条
で
は
、「
或
云
、
支
那
ニ
テ
、
楚
人
、
虎
ヲ
於
菟
ト
イ
フ
、

オ

ト

於
ハ
發
聲
ニ
テ
、
（
越
ノ
於
越
ノ
如
シ
）
其
菟
ヲ
傳
ヘ
テ
、
ら
ノ
助
語
ヲ

添
ヘ
テ
イ
ヘ
ル
ナ
リ
ト
云
」
と
い
う
、「
楚
人
」
が
「
虎
ヲ
於
菟
ト
イ
フ
」

オ

ト

と
い
う
こ
と
を
起
点
と
す
る
語
源
説
が
「
附
會
ナ
ラ
ム
カ
」
と
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
「
お
と
」
条
で
は
「
楚
人
謂
レ

虎
爲
二

於
菟
一

」
と
あ
る
よ

う
に
、
「
楚
人
」
が
「
虎
」
を
「
於
菟
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
伝
承
に

よ
る
語
源
説
は
退
け
ら
れ
て
い
な
い

（
三
十
三
）

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
楚
人
」

に
つ
い
て
の
伝
承
に
よ
る
方
法
そ
れ
自
体
を
「
附
會
」
と
考
え
て
い
た
訳

で
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
②

誤
解
が
元
で
あ
る
と
考
え
る
方
法
」
に
類
す
る
例
で
は
あ
る
が
、

「
牽
強
」
や
「
附
會
」
と
は
評
さ
れ
な
い
例
に
は
、
「
あ
ひ-

お
い
」
条
、

イ

「
へ
う-

た
ん
」
条
が
あ
る
。

ヒ
ヨあ

ひ-

お
い
（
名
）
｜
相
老
｜
〔
相
生
ヲ
誤
解
シ
テ
轉
ゼ
ル
ナ
リ
〕

イ

ア
ヒ
オ
ヒ

諸
共
ニ
、
久
シ
ク
存
命
フ
ル
コ
ト
（
夫
婦
ナ
ド
）
偕
老

ナ
ガ
ラ

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

1

25

へ
う-

た
ん
（
名
）
｜
瓢
簞
｜
〔
一
簞
食
一
瓢
飮
ヲ
、
朗
詠
集
ニ
、

ヒ
ヨ瓢

簞
屢
空
、
ト
熟
語
ニ
用
ヰ
タ
ル
ヨ
リ
誤
用
ス
〕
夕
顏
ノ
一
種
、

其
實
ノ
形
圓
ク
長
ク
、
中
括
レ
テ
兩
端
脹
ラ
カ
ニ
ナ
ル
モ
ノ
、
肉
、

苦
ク
シ
テ
食
フ
ベ
カ
ラ
ズ
、
乾
シ
テ
中
ヲ
空
ニ
シ
テ
酒
ヲ
盛
ル
器

ト
ス
。
フ
ク
ベ
。
ヒ
サ
ゴ
。
ヘ
ウ
。
壷
盧

百
成

―
ト
イ
フ
ハ
、

ヒ
ヤ
ク
ナ
リ
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長
、
四
五
寸
ナ
ル
モ
ノ
。
千
成
―
ト
イ
フ
ハ
、
甚
ダ
小
ク
シ
テ
、

セ
ン
ナ
リ

二
三
寸
ナ
ル
モ
ノ
。
蒲
盧

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

4

912

「
あ
ひ-
お
ひ
」
条
で
は
「
相
生
」
の
「
誤
解
」
で
あ
る
と
い
う
語
源

イ

ア
ヒ
オ
ヒ

説
を
挙
げ
る

（
三
十
四
）

。「
へ
う-

た
ん
」
条
で
は
「
一
簞
食
一
瓢
飮
」
を
「
瓢

ヒ
ヨ

簞
屢
空
」
と
し
た
と
い
う
「
誤
用
」
を
語
源
と
し
て
い
る

（
三
十
五
）

。
し
か

し
、
い
ず
れ
も
「
牽
強
」
や
「
附
會
」
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。

「
③

造
字
原
理
を
検
討
す
る
方
法
」
に
類
す
る
例
で
は
あ
る
が
、「
牽

強
」
や
「
附
會
」
と
は
評
さ
れ
な
い
例
に
は
「
ひ
は
」
条
、
「
み
ご
ろ
」

ワ

条
が
あ
る
。

ひ
は
（
名
）
｜
鶸
｜
金
雀
｜
〔
弱
鳥
ノ
合
字
ア
レ
バ
、
ひ
は
ひ
は
ト

ワ弱
キ
意
ナ
ラ
ム
〕
小
鳥
ノ
名
、
雀
ヨ
リ
小
ク
、
全
身
黄
ニ
シ
テ
靑

ミ
ア
リ
、
頭
、
背
、
頸
、
翅
、
黑
色
ヲ
交
フ
、
尾
、
脚
、
黑
ク
、

腹
、
黄
白
ニ
シ
テ
、
觜
、
小
ク
灰
色
ナ
リ
、
粟
稗
ヲ
食
ト
ス
、
秋

來
ル
、
能
ク
囀
リ
テ
、
淸
滑
ナ
リ
、
ひ
ゆ
ん
ち
ゆ
ん
ち
ゆ
ん
ト
聞

ユ
、
他
名
ニ
對
シ
テ
、
眞
―
ト
イ
フ
。
一
名
、
唐
―
。

金
翅

マ

カ
ラ

雀

又
、
紅
―
、
蓼
―
、
河
原
―
、
等
ア
リ
、
各
條
ニ
註
ス
。

ベ
ニ

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）（

三
十
六
）

4

868

み-

ご
ろ
（
名
）
｜
裑
｜
〔
身
衣
ノ
略
カ
、
字
モ
其
合
字
ナ
リ
、
或

ミ
ゴ
ロ
モ

云
、
身
軀
ノ
轉
〕
衣
服
ノ
袖
、
襟
、
袵
、
ナ
ド
ヲ
除
キ
テ
、
體
ノ

ム
ク

ロ

オ
ク
ミ

表
背
ノ
全
部
ヲ
被
フ
處
ノ
布
帛
ノ
稱
、
表
、
背
、
各
、
二
布
ヅ
ツ

フ
タ

ノ

ナ
リ
。

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）（

三
十
七
）

4

968

「
ひ
は
」
条
で
は
「
弱
鳥
ノ
合
字
」
と
い
う
造
字
原
理
か
ら
語
源
を
「
ひ

ワ

は
ひ
は
ト
弱
キ
意
ナ
ラ
ム
」
と
類
推
し
て
い
る

（
三
十
八
）

。
ま
た
、
「
み-

ご

ろ
」
条
で
も
、
「
身
衣
ノ
略
」
と
い
う
語
源
を
挙
げ
て
、
「
字
モ
其
合
字
ナ

ミ
ゴ
ロ
モ

リ
」
と
造
字
原
理
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
造
字
原
理
に
遡
っ
て

い
る
が
、
「
牽
強
」
や
「
附
會
」
な
ど
と
は
さ
れ
て
い
な
い

（
三
十
九
）

。
そ
も

そ
も
、
造
字
を
考
え
る
こ
と
は
、『
大
言
海
』
の
「
本
書
編
纂
に
当
り
て
」

頁
に
お
い
て
、

16

離
合
迷
字

支
那
に
て
離
合
迷
字
と
い
ふ
こ
と
あ
り
。
一
字
の
偏
と
旁
と
を
離
し
、

或
は
二
字
合
は
せ
て
一
字
と
し
て
、
迷
字
（
謎
）
を
作
る
な
り
。
我

が
邦
に
も
、
語
原
な
ら
で
、
字
源
を
考
ふ
る
に
つ
き
て
、
こ
の
事
を

念
頭
に
置
か
ず
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。

と
あ
る
。
『
言
海
』
当
初
の
こ
と
で
は
な
く
、
「
語
原
な
ら
で
字
源
」
と
は

あ
る
も
の
の
、
言
葉
の
〝
源
〟
を
考
え
る
上
で
「
こ
の
事
を
念
頭
に
置
か

ず
は
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
す
る
よ
う
に
、
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る

（
四
十
）

。

「
④

外
来
語
（
唐
音
を
含
む
）
で
あ
る
か
確
信
が
無
い
に
も
関
わ
ら

ず
外
来
語
と
し
て
処
理
す
る
方
法
」
に
類
す
る
例
で
は
あ
る
が
、「
牽
強
」

や
「
附
會
」
と
は
評
さ
れ
な
い
例
に
は
、「
カ
バ
ン
」
条
、「
コ
エ
ン
ド
ロ
」

条
が
あ
る
。

カ
バ
ン
（
名
）
｜
鞄
｜
〔
洋
語
ナ
ラ
ム
〕
革
、
布
ナ
ド
ニ
テ
包
ミ
作

レ
ル
匣
、
近
年
、
西
洋
ヨ
リ
入
リ
、
專
ラ
、
旅
行
ノ
用
ト
ス
。

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

2

207



- 41 -

コ
エ
ン
ド
ロ
（
名
）
〔
蘭
語
、
コ
リ
ア
ン
デ
ル
、
ノ
轉
ト
云
、
原
字

詳
ナ
ラ
ズ
〕

古
名
、
コ
ニ
シ
。
コ
シ
。
草
ノ
名
、
舶
來
ノ
種
ナ

リ
、
秋
ノ
半
ニ
、
種
ヲ
下
ス
、
葉
ハ
、
互
生
シ
、
初
メ
、
圓
ク
小

ク
シ
テ
、
鋸
齒
ア
リ
、
成
長
シ
テ
、
三
葉
ト
ナ
リ
、
漸
ク
、
花
岐
、

多
ク
ナ
ル
、
春
、
一
二
尺
ノ
薹
ヲ
出
ス
、
梢
ノ
葉
ハ
細
ク
シ
テ
絲

タ
ウ

ノ
如
シ
、
夏
ノ
初
メ
、
莖
ノ
上
ニ
、
細
小
ノ
花
、
簇
リ
開
キ
テ
、
傘カ

サ

ノ
、
狀
ヲ
ナ
ス
、
五
瓣
ニ
シ
テ
、
淺
紫
色
ナ
リ
、
實
ハ
正
圓
ニ
シ

テ
、
一
分
許
、
臭
ミ
ア
リ
、
藥
ト
ス
、
根
、
軟
カ
ニ
シ
テ
白
シ
、

ヤ
ハ
ラ

冬
、
春
、
採
リ
テ
食
フ
ベ
シ
、
香
美
ナ
リ
。
胡
荽

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

2

334

「
カ
バ
ン
」
条
で
は
、
『
言
海
』
稿
本
で
の
語
源
を
確
認
す
る
と
、
元

々
は
「
洋
語
ナ
ラ
ム
、
詳
ナ
ラ
ズ
」
で
あ
っ
た
が
、
「
詳
ナ
ラ
ズ
」
を
削

除
し
て
お
り
、
曖
昧
さ
を
取
り
除
い
て
単
に
「
洋
語
ナ
ラ
ム
」
と
な
っ
た

（
か
一
三
六
）（

四
十
一
）

。
「
洋
語
」
と
だ
け
あ
る
の
で
、
何
語
で
あ
る
か
、

ス
ペ
ル
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
分
か
ら
ず
、
外
来
語
と
見
な
し
て
よ
い
か

と
い
う
懸
念
が
あ
る
が
、
「
牽
強
」
や
「
附
會
」
な
ど
と
も
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
点
、
「
詳
ナ
ラ
ズ
」
と
し
て
お
い
た
方
が
無
難
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
「
コ
エ
ン
ド
ロ
」
条
で
は
、
「
蘭
語
、
コ
リ
ア
ン
デ
ル
、
ノ
轉

ト
云
」
と
す
る
が
、
ス
ペ
ル
は
分
か
ら
な
い
と
い
う

（
四
十
二
）

。
ス
ペ
ル
が

分
か
ら
な
い
の
で
、
外
来
語
と
見
な
し
て
よ
い
か
ど
う
か
に
不
安
が
残
る

が
、
「
牽
強
」
や
「
附
會
」
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
「
⑤

①
～
④
に
当
て
は
ま
ら
ず
、
何
ら
か
の
語
を
当
て
る
方

法
」
に
関
し
て
、
「
い
た
ど
り
」
条
、
「
お
ほ-

か
み
」
条
と
、
（e

）
「
は
す

オ

-

は
」
条
、
（g

）
「
ひ
さ-

か
た-

の
」
条
（
い
ず
れ
も
⑤
に
分
類
）
を
照
ら

し
合
わ
せ
て
み
よ
う
。

い
た-

ど
り
（
名
）
｜
虎
杖
｜
〔
根
ヲ
藥
用
ト
シ
、
血
痛
墜
撲
ヲ
治

ス
レ
バ
、
疼
取
ノ
義
カ
ト
云
〕

古
名
、
多
遲
。
宿
根
草
、
春
生

イ
タ
ド
リ

タ

ヂ
ヒ

ズ
、
新
芽
ハ
、
形
う
ど
ノ
如
ク
、
煮
テ
食
フ
ベ
シ
、
莖
ノ
高
サ
、

丈
餘
ニ
至
リ
、
圍
ミ
二
三
寸
ア
リ
、
中
空
シ
ク
シ
テ
節
ア
ル
コ
ト
、

竹
ノ
如
ク
、
杖
ト
ス
ベ
シ
、
葉
ハ
互
生
シ
、
圓
ク
長
ク
シ
テ
一
尖

ア
リ
、
夏
、
葉
ノ
間
ニ
、
小
花
、
穗
ヲ
ナ
シ
テ
集
リ
開
ク
、
紅
ト

白
ト
ノ
二
種
ア
リ
、
實
ハ
三
角
ニ
テ
、
薄
キ
翅
ノ
如
キ
モ
ノ
ア
リ
。

サ
イ
タ
ツ
マ
。
ス
カ
ン
ポ
ウ
。

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

1

62

お
ほ-

か
み
（
名
）
｜
狼
｜
〔
大
神
ノ
義
、
恐
レ
テ
尊
称
ス
ル
ナ
リ
〕

オ獸
ノ
名
、
深
山
ニ
棲
ム
、
犬
ニ
似
テ
、
瘦
セ
テ
大
ク
、
目
三
角
ニ

シ
テ
、
夜
、
光
ル
、
啄
、
長
ク
、
口
、
大
ク
、
耳
、
小
ク
、
頰
ニ
、

ク
チ

白
ク
小
キ
斑
ア
リ
、
脚
ニ
、

蹼

ア
リ
テ
、
能
ク
水
ヲ
渉
ル
、
全

ミ
ヅ
カ
キ

身
、
茶
褐
ニ
シ
テ
、
赤
ミ
ア
リ
、
尾
太
ク
灰
白
色
ナ
リ
、
聲
遠
ク

響
ク
、
兇
暴
ニ
シ
テ
他
ノ
獸
ヲ
食
ヒ
、
人
ヲ
モ
害
ス
。

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

1

151

「
い
た-

ど
り
」
条
で
は
「
疼
取
」
と
い
う
語
を
当
て
る

（
四
十
三
）

。「
お
ほ

イ
タ
ド
リ

オ

-

か
み
」
条
で
は
「
大
神
」
と
い
う
語
を
当
て
る

（
四
十
四
）

。
い
ず
れ
も
「
…

…
ノ
義
」
と
し
つ
つ
、
そ
の
根
拠
を
挙
げ
る
点
は
（e

）
の
「
は
す-

は
」

条
が

は
す-

は
（
名
）〔
斜
端
ノ
意
カ
、
或
云
、
蓮
葉
ノ
義
、
一
葉
ヅ
ツ
飛

ハ
ス

ハ

除
キ
テ
寄
リ
添
ハ
ヌ
意
ヨ
リ
イ
フ
ト
、
牽
強
ナ
ラ
ム
〕〈
以
下
略
〉

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

4

814
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と
す
る
方
法
、
お
よ
び
、
（g

）
の
「
ひ
さ-

か
た-

の
」
条
が

ひ
さ-

か
た-

の
（
枕
）
｜
久
方
｜
久
堅
｜
〔
〈
中
略
〉
或
云
、
天
先

ヅ
成
レ
レ
バ
、
久
堅
ノ
義
、
或
云
、
天
ハ
虛
ナ
レ
バ
、

匏

形
ノ

ヒ
サ
ゴ
ガ
タ

義
、
皆
、
牽
強
ナ
ラ
ム
〕〈
以
下
略
〉（

『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

4

855

と
す
る
方
法
に
近
い
が
、
「
い
た-

ど
り
」
条
や
「
お
ほ-

か
み
」
条
の
語

オ

源
は
退
け
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
方
法
と
し
て
は
「
牽
強
」
「
附
會
」
と
評
さ
れ
た
も
の

と
同
様
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
牽
強
」
や
「
附
會
」
な
ど
の
否
定
的

評
価
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
牽
強
」
や
「
附
會
」

と
評
さ
れ
る
語
源
説
に
お
い
て
、
特
定
の
方
法
を
採
る
こ
と
自
体
が
批
判

さ
れ
て
い
る
訳
で
は
無
い
と
考
え
ら
れ
る
。
『
言
海
』
は
あ
る
方
法
に
よ

っ
て
い
る
語
源
説
を
全
て
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
方
法
に
よ

る
語
原
説
を
と
っ
て
良
い
か
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
検
討
し
て
、
「
牽
強
」

や
「
附
會
」
と
評
し
て
い
る
と
見
て
お
く
べ
き
で
あ
る

（
四
十
五
）

。

そ
も
そ
も
、
「
げ
ぢ-

げ
ぢ
」
の
語
源
に
関
し
て
は
、
『
言
海
』
に
触
発

さ
れ
て
編
纂
さ
れ
た
『
日
本
大
辞
書
』
（
山
田
美
妙
著
、
一
八
九
二
～
一

八
九
三
年
刊
）（

四
十
六
）

に
お
い
て
、
『
言
海
』
で
説
か
れ
た
も
の
と
同
じ
語

源
が
「
附
會
」
と
評
さ
れ
て
い
る
（
『
言
海
』
と
同
じ
語
源
説
に
波
線
を

付
し
た
）。

げ
ぢ･

げ
ぢ

（
第
四
上
）
名
。
｛
（
蚰
蜒
）
｝
〔
或
ヒ
ハ
げ
じ
げ
じ
ト

モ
書
ク
。
假
名
ヅ
カ
ヒ
ガ
ワ
カ
ラ
ヌ
。
所
傳
ニ
由
レ
バ
、
昔
シ
梶

原
景
時
ハ
、
常
ニ
賴
朝
ノ
幕
下
ニ
在
リ
、
賴
朝
ノ
下
知
下
知
ト
イ

ヒ
立
テ
テ
ハ
下
ヲ
制
シ
、
威
ヲ
振
ツ
タ
所
カ
ラ
げ
ぢ
げ
ぢ
ト
綽
號

ヲ
シ
テ
世
ガ
悪
ン
ダ
、
ソ
コ
カ
ラ
起
コ
ツ
タ
ト
モ
イ
フ
。
或
ヒ
ハ

又
、
「
景
時
」
ノ
音
ヲ
其
儘
ニ
呼
ン
ダ
ノ
ガ
、
轉
ジ
タ
モ
ノ
ト
イ

フ
。
或
ヒ
ハ
又
、
梶
原
ノ
景
時
ノ
紋
所
ハ
二
枚
矢
羽
故
、
丁
度
其

矢
ノ
羽
ノ
體
ガ
蟲
ノ
げ
ぢ
げ
ぢ
ニ
似
テ
居
ル
所
カ
ラ
、
緣
ヲ
以
テ

稱
ヘ
タ
ト
モ
イ
フ
。
何
レ
ニ
シ
テ
モ
附
會
ラ
シ
イ
説
デ
信
用
ハ
出

來
ヌ
。
但
シ
、
コ
レ
ヲ
打
チ
破
ル
ダ
ケ
ノ
説
モ
無
イ
。
暫
ク
コ
レ

ニ
従
ツ
テ
げ
ぢ
ノ
假
名
ニ
ス
ル
〕。
〈
以
下
略
〉

（
『
日
本
大
辞
書
』

頁
）（

四
十
七
）

662

大
槻
文
彦
が
あ
る
条
で
「
牽
強
」
「
附
會
」
と
評
し
た
の
と
同
じ
方
法

で
、
大
槻
文
彦
自
身
も
ま
た
「
附
會
」
な
語
源
を
説
い
て
し
ま
っ
た
と
言

え
よ
う

（
四
十
八
）

。

四

補
論

『
言
海
』
の
語
源
説
に
お
け
る
「
イ
カ
ガ
」
か
ら

「
牽
強
」
「
附
會
」
へ
の
変
更
に
つ
い
て

第
二
節
で
確
認
し
た
語
源
説
の
中
に
、
稿
本
を
確
認
す
る
と
「
イ
カ
ガ
」

と
い
う
評
価
で
あ
っ
た
も
の
が
、
「
牽
強
」
「
附
會
」
と
い
う
評
価
に
変
更

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
改
め
て
こ
こ
で
確
認
し
よ
う
。
『
言
海
』

刊
本
と
、
稿
本
を
対
照
し
て
掲
げ
る
。

（a
）
「
だ
う-

け
」
条

ド

だ
う-
け
（
名
）
｜
道
化
｜
〔
齋
藤
道
三
、
義
子
義
龍
ト
不
和
ノ
時
、

ド

我
ニ
同
ゼ
ム
者
ハ
剃
髪
セ
ヨ
ト
令
ス
、
道
化
某
髪
ヲ
半
剃
シ
兩
屬
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ノ
意
ヲ
示
セ
ル
ヨ
リ
ト
イ
フ
ト
云
、
サ
レ
ド
牽
強
ナ
ラ
ム
、
お
ど

け
ノ
轉
ナ
ル
ベ
キ
カ
〕
戲
レ
ヲ
行
ヒ
、
人
ノ
笑
ヲ
起
ス
コ
ト
。
戲ザ

ル
ル
コ
ト
。
オ
ド
ケ
。
滑
稽

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

3

592

だ
う-
け
（
名
）
｜
道
化
｜
〔
お
ど
け
ノ
轉
ナ
ラ
ム
〔
齋
藤
道
三
、

ド

義
子
義
龍
ト
不
和
ノ
時
、ニ
我
ニ
同
ゼ
ム
者
ハ
剃
髪
セ
ヨ
ト
令
ス
。

【
道
化
某
】
髪
ヲ
半
剃
シ
兩
屬
ノ
意
ヲ
示
セ
ル
ヨ
リ
イ
フ
ト
云
、

△
説
ア
レ
ド
イ
カ
ガ
【
△
サ
レ
ド
牽
強
ナ
ラ
ム
、
お
ど
け
ノ
轉
ナ

ル
ベ
キ
カ
〈
引
用
者
注
：
「
△
サ
レ
ド
」
か
ら
こ
こ
ま
で
上
側
欄

外
の
記
入
〉
】
〕
〈
以
下
略
〉

（
『
言
海
』
稿
本
・
た
三
七
）

「
齋
藤
道
三
」
に
仕
え
た
「
道
化
某
」
と
い
う
人
物
に
由
来
す
る
と
い

う
説
の
評
価
が
、
「
イ
カ
ガ
」
か
ら
「
サ
レ
ド
牽
強
ナ
ラ
ム
」
に
改
め
ら

れ
て
い
る
。

（i

）
「
マ
シ
ラ
」
条

マ
シ
ラ
（
名
）
｜
猿
｜
〔
梵
語
、
摩
斯
吒
ノ
轉
ト
云
、
或
云
、
眞
猿

マ

シ

タ

ノ
轉
、
或
云
、
申
ヲ
申
ト
讀
メ
ル
ニ
起
ル
ト
、
皆
牽
強
ナ
リ
〕
猴

サ
ル

マ
シ

サ
ル

ニ
同
ジ
。
マ
シ
コ
。
マ
シ
。

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

4

945

マ
シ
ラ
【
八
分
一
】（
名
）
｜
猿
｜
〔
梵
語
、
摩
斯
吒
ノ
轉
ト
云
【
此

マ

シ

タ

云
獮
猴
】
、
或
■
【
云
】
、
眞
猿
ノ
轉
ト
イ
ヒ
、
或
【
云
、
】
ハ
申サ

ル

ヲ
申
ト
讀
メ
ル
ニ
起
ル
ナ
ド
イ
フ
ハ
イ
カ
ガ
【
云
、
牽
強
ナ
リ
】

マ
シ

【
ト
、
皆
牽
強
ナ
リ
】
〕〈
以
下
略
〉

（
『
言
海
』
稿
本
・
ま
三
四
）（

四
十
九
）

「
眞
猿
ノ
轉
」「
申
ヲ
申
ト
讀
メ
ル
ニ
起
ル
」
と
い
う
説
に
つ
い
て
「
イ

サ
ル

マ
シ

カ
ガ
」
と
い
う
評
価
か
ら
「
皆
牽
強
」
と
い
う
評
価
に
改
め
ら
れ
て
い
る

（
「
梵
語
、
摩
斯
吒
ノ
轉
ト
云
」
と
い
う
説
も
「
牽
強
」
や
「
イ
カ
ガ
」

マ

シ

タ

と
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
）。

（p

）
「
と
ら
」
条

と
ら
（
名
）
｜
虎
｜
〔
朝
鮮
語
ナ
ラ
ム
カ
、
人
ヲ
捕
ル
意
ノ
名
ト
イ

フ
ハ
イ
カ
ガ
、
或
云
、
支
那
ニ
テ
、
楚
人
、
虎
ヲ
於
菟
ト
イ
フ
、

オ

ト

於
ハ
發
聲
ニ
テ
、
（
越
ノ
於
越
ノ
如
シ
）
其
菟
ヲ
傳
ヘ
テ
、
ら
ノ

助
語
ヲ
添
ヘ
テ
イ
ヘ
ル
ナ
リ
ト
云
、
此
説
モ
附
會
ナ
ラ
ム
カ
〕
猛

獸
ノ
名
、〈
以
下
略
〉

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

4

730

と
ら
○名
｜
虎
｜
〔
朝
鮮
語
ナ
ラ
ム
カ
、
人
ヲ
取
【
捕
】
ル
意
【
ノ
名
】

ト
イ
フ
ハ
イ
カ
ガ
、
或
■
【
云
、
】
支
那
、
【
ニ
テ
】
、
楚
人
、
虎

ヲ

於

菟
ト
イ
フ
〈
引
用
者
注
：
「
於
」
の
振
り
仮
名
の
最
初
の

オ
【
オ
】

ト

「
オ
」
に
取
り
消
し
線
あ
り
〉
、
於
ハ
發
聲
ニ
テ
、
（
越
ノ
於
越
ノ

如
シ
）
其
菟
ヲ
傳
ヘ
テ
、
ら
ノ
助
語
ヲ
添
ヘ
テ
イ
ヘ
リ
ト
イ
フ
モ

イ
カ
ガ
【
ル
ナ
リ
ト
云
△
】
、
【
△
此
説
モ
附
會
ナ
ラ
ム
カ
〕
〈
引

用
者
注
：
「
△
此
説
モ
」
か
ら
こ
こ
ま
で
上
側
欄
外
の
記
入
〉
】
〕〈
以

下
略
〉

（
『
言
海
』
稿
本
・
と
九
四
～
九
五
）

「
楚
人
」
以
下
の
説
が
「
イ
カ
ガ
」
と
い
う
評
価
か
ら
「
附
會
ナ
ラ
ム

カ
」
と
い
う
評
価
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

（r

）
「
は
も
」
条
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は
も
（
名
）
｜
鱧
｜
〔
古
名
、
は
む
ノ
轉
、
海
鰻
ノ
唐
音
ト
云
フ
ハ

附
會
ナ
リ
〕
古
名
、
ハ
ム
。
魚
ノ
名
、
〈
以
下
略
〉

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

4

840

は
も
（
名
）
｜
鱧
｜
〔
古
名
、
は
む
ノ
轉
■
■
、
海
鰻
ノ
唐
音
ト
云
、

イ
カ
ガ
【
フ
ハ
附
會
ナ
リ
】
〕
〈
以
下
略
〉

（
『
言
海
』
稿
本
・
は
一
六
六
）

「
海
鰻
ノ
唐
音
」
と
い
う
説
の
評
価
が
「
イ
カ
ガ
」
か
ら
「
附
會
」
に

改
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
条
の
「
牽
強
」
や
「
附
會
」
と
い
う
評
価
は
、
稿
本
を
確
認

す
る
と
元
々
は
「
イ
カ
ガ
」
と
い
う
評
価
で
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
、
『
言
海
』
の
語
源
に
お
け
る
「
イ
カ
ガ
」
と
い
う
評
価
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
元
々
「
イ
カ
ガ
」
と
い
う
評
価
で
あ
っ
た
も
の

が
、
「
牽
強
」
や
「
附
會
」
と
い
う
評
価
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
を
鑑
み
る
に
、
「
イ
カ
ガ
」
と
い
う
評
語
は
疑
問
を
呈
す
る
の
み
な
ら

ず
、
「
牽
強
」
や
「
附
會
」
と
同
様
に
、
却
下
し
た
い
語
源
説
に
も
付
け

ら
れ
る
評
語
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
、
『
言
海
』

の
語
源
を
読
む
際
、
「
イ
カ
ガ
」
と
い
う
評
価
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

他
の
「
イ
カ
ガ
」
の
例
と
し
て
「
こ
ざ-

こ
ざ
」
条
を
見
て
み
よ
う
。

こ
ざ-

こ
ざ
（
副
）
〔
混
雜
ノ
音
カ
ト
云
フ
ハ
、
イ
カ
ガ
〕
物
事
ノ
細

カ
ク
入
リ
雜
リ
タ
ル
狀
ニ
イ
フ
語
。

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

2

343

こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
イ
カ
ガ
」
も
疑
問
を
呈
す
る
に
と
ど
ま
ら

な
い
「
イ
カ
ガ
」
で
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。
実
際
、
こ
の
条
に
お
い
て
『
言

海
』
稿
本
を
確
認
す
る
と
、
「
フ
ハ
、
イ
カ
ガ
」
は
後
か
ら
の
補
入
で
あ

り
、
恐
ら
く
そ
れ
に
伴
う
形
で
、
見
出
し
の
活
字
を
漢
語
に
用
い
る
種
類

の
も
の
か
ら
変
更
し
て
い
る
（
こ
三
九
）（

五
十
）

。
つ
ま
り
、
「
混
雑
ノ
音
」

で
は
無
い
と
考
え
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
漢
語
で
は
無
い
と
判
断
し
な
お
し

た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
漢
語
で
用
い
る
種
類
の
活
字
で
は
な
く
、
通
常
の

活
字
と
し
た
。
こ
の
点
か
ら
も
、
「
イ
カ
ガ
」
は
単
に
疑
問
を
呈
す
る
の

み
な
ら
ず
、
却
下
し
た
い
語
源
説
に
も
付
さ
れ
る
評
で
あ
っ
た
と
見
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
『
言
海
』
の
「
い
か-

が
」
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

い
か-

が
（
副
）
｜
如
何
｜
（
一
）
疑
ヒ
、
又
、
危
ブ
ミ
思
フ
意
ヲ

イ
フ
語
。
何
ト
。
ド
ノ
ヤ
ウ
ニ
。
イ
カ
ニ
。
「
―
ア
ラ
ム
」
（
二
）

ナ
ン

疑
ヒ
問
フ
意
ヲ
イ
フ
語
。
「
―
思
ヘ
ル
」

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

1

49

『
言
海
』
の
語
源
に
お
け
る
「
イ
カ
ガ
」
は
「
（
一
）
」
の
意
味
の
う
ち
、

「
危
ブ
ミ
思
フ
意
」
が
強
く
出
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

五

本
稿
の
ま
と
め

本
稿
で
論
じ
た
の
は
、
以
下
の
Ⅰ
～
Ⅲ
の
三
点
で
あ
る
。

Ⅰ

『
言
海
』
で
「
牽
強
」
「
強
牽
」
「
附
會
」
「
鑿
」
と
し
て
退
け
ら
れ

る
語
源
説
で
は
、
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①

逸
話
や
伝
承
を
も
っ
て
語
源
を
説
く
方
法

②

誤
解
が
元
で
あ
る
と
考
え
る
方
法

③

造
字
原
理
を
検
討
す
る
方
法

④

外
来
語
（
唐
音
を
含
む
）
で
あ
る
か
確
信
が
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
外

来
語
と
し
て
処
理
す
る
方
法

が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
当
て
は
ま
ら
な
い
、

⑤

①
～
④
に
当
て
は
ま
ら
ず
、
何
ら
か
の
語
を
当
て
る
方
法

に
属
す
る
語
原
説
が
多
い
。『
言
海
』
で
「
牽
強
」「
強
牽
」「
附
會
」「
鑿
」

と
さ
れ
る
語
源
説
の
傾
向
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
特
筆
す
べ
き
特
徴
が
無
い

語
源
説
が
多
い
、
と
言
え
る
。

Ⅱ

『
言
海
』
で
「
牽
強
」
「
強
牽
」
「
附
會
」
「
鑿
」
と
さ
れ
な
い
語
源

説
に
は
、
「
牽
強
」
や
「
附
會
」
な
ど
と
評
さ
れ
た
語
源
説
と
同
じ
方
法

に
よ
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
言
海
』
に
お
い
て
、
あ
る

方
法
に
よ
っ
て
い
る
語
源
説
が
全
て
否
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
無
く
、

語
源
説
の
方
法
の
是
非
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
に
お
い
て
判
断
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅲ

『
言
海
』
の
語
源
説
に
お
け
る
「
イ
カ
ガ
」
は
単
に
疑
問
を
呈
す
る

に
と
ど
ま
ら
ず
、「
牽
強
」
「
附
會
」
と
同
様
に
却
下
し
た
い
語
源
説
に
も

付
さ
れ
る
評
語
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

｛
か
ぞ
（
名
）
｜
父
｜
〔
高
、
曾
、
祖
、
父
、
ト
世
次
ヲ
數
フ
ル
意

カ
ゾ

カ
ト
云
、
家
尊
ノ
音
ト
云
フ
ハ
、
非
ナ
リ
〕
父
。
「
―

母

」

チ
チ

イ
ロ
ハ

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

2

191

に
あ
る
「
非
ナ
リ
」
の
よ
う
な
、
語
原
説
に
お
け
る
他
の
否
定
的
評
語
に

つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
、
『
言
海
』

に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
語
源
説
を
大
槻
文
彦
が
否
定
し
た
の
か
、
と
い

う
こ
と
を
論
じ
た
が
、
『
言
海
』
に
お
い
て
、
反
対
に
ど
の
よ
う
な
語
源

説
を
好
ん
だ
の
か
、
と
い
う
こ
と
も
今
後
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る

（
五
十
一
）

。

［
注
］

（
一
）
他
の
四
つ
は
、「
其
一
。
發
音
」
、「
其
二
。
語
別
」
（
以
上
『
言
海
』「
本

pronounciation.
P
arts

of
speech

書
編
纂
ノ
大
意
」

頁
）
、
「
其
四
。
語
釋
」
「
其
五
。
出
典
」
（
以
上
『
言

D
efinition.

R
eference.

1

海
』「
本
書
編
纂
ノ
大
意
」

頁
）
で
あ
る
。『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
の
「
言

2

海
」
の
項
目
（
古
田
東
朔
執
筆
）
で
は
、
「
巻
首
の
「
本
書
編
纂
ノ
大
意
」

で
は
、

発
音
、

語
別
、

語
原
、

語
釈
、

出
典
、
が
辞
書
の
言
語

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

の
解
に
は
必
要
だ
と
し
、
そ
の
構
成
の
も
と
に
編
集
し
た
（
た
だ
し
、
「
出

典
」
は
浄
書
の
際
に
削
除
）
」（

頁
）
と
紹
介
さ
れ
る
（
出
典
に
つ
い
て
は

1021

「
本
書
編
纂
ノ
大
意
」

頁
に
「
出
典
ニ
至
リ
テ
ハ
、
淨
書
ノ
際
、
姑
ク
除

7

ケ
リ
」
と
あ
る
の
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
山
田
忠
雄

〔
一
九
八
一
、

頁
〕
に
引
用
さ
れ
て
い
る
）
。『
日
本
語
学
大
辞
典
』
の
「
言

563

海
」
の
項
目
（
湯
浅
茂
雄
執
筆
）
に
お
い
て
も
、
「
本
書
編
纂
ノ
大
意
」
の

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
（

～

頁
）
。
小
野
春
菜
（
二
〇
一
八

298

299

）
も
「
本
書
編
纂
ノ
大
意
」
の
当
該
部
分
を
ま
と
め
て
い
る
（

頁
）
。

a

34

大
久
保
初
男
（
一
九
二
八
）
も
こ
の
「
五
種
」
に
言
及
し
、
「
博
士
常
に
い

へ
ら
く
、
語
原
を
研
究
せ
ず
し
て
、
語
釋
を
な
す
は
、
足
ら
ざ
る
こ
と
多
し
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と
、
故
に
日
々
語
原
に
心
を
注
が
れ
た
る
こ
と
、
痛
ま
し
と
申
し
ま
せ
う
」

（

頁
〔

頁
〕
）
と
述
べ
て
い
る
。
倉
島
節
尚
（
二
〇
一
八
）
も
「
五
種
」

67

941

に
触
れ
て
い
る
（

頁
）。

302

（
二
）
犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

〔
初
出
一
九
七
九
〕
、

頁
）
で
も
引
用
さ
れ

d

318

て
い
る
部
分
で
あ
る
。

（
三
）
湯
浅
茂
雄
（
一
九
九
九
）
は
、
『
大
言
海
』
も
扱
っ
た
論
考
で
あ
る
。
湯

浅
茂
雄
（
一
九
九
九
）
に
よ
れ
ば
、
「
語
源
説
に
お
け
る
『
古
事
記
伝
』
の

参
照
態
度
は
『
言
海
』
で
よ
り
直
接
的
で
あ
る
な
ど
、
『
大
言
海
』
の
参
照

態
度
と
異
な
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
」
（

頁
）
と
『
言
海
』
と

239

『
大
言
海
』
の
違
い
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
『
大
言
海
』
の
語
源
説
が
何

に
よ
っ
て
い
る
か
を
扱
っ
た
研
究
に
は
、
橘
守
部
『
山
彦
冊
子
』
の
影
響
を

指
摘
し
た
、
鈴
木
一
彦
（
一
九
六
四
）
が
あ
る
。

（
四
）
湯
浅
茂
雄
（
一
九
九
七
）
は
「
こ
れ
に
対
し
て
項
目
解
説
に
は
こ
の
よ
う

な
態
度
は
み
ら
れ
な
い
」（

頁
）
と
す
る
。

11

（
五
）
犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

〔
初
出
一
九
八
〇
〕
）
は
、
『
言
海
』
の
語
源
の

a

役
割
に
つ
い
て
、
「
語
原
を
特
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
義
の
歴
史
的

な
記
述
を
語
釈
の
中
で
展
開
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
（

頁
）
と
述

66

べ
て
い
る
。
『
言
海
』
の
語
源
を
端
緒
と
し
て
、
病
気
の
は
し
か
と
、
鳥
の

す
ず
め
の
語
源
を
考
察
し
な
お
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
手
塚
昇
（
一
九
三

九
）
が
あ
る
。
ま
た
、
『
大
言
海
』
の
語
源
説
を
取
り
挙
げ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
阪
倉
篤
義
（
一
九
七
四
）
、
吉
田
金
彦
（
一
九
七
四
）
が
、『
大

言
海
』
の
語
源
説
を
検
討
し
な
お
し
て
お
り
、
犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

、
d

～

頁
）
、
犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

）
が
植
物
の
い
ち
ょ
う
に
つ
い
て

315

323

g

『
言
海
』
か
ら
『
大
言
海
』
へ
の
語
源
説
の
変
遷
を
辿
っ
て
い
る
。
他
に
も

犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

〔
初
出
一
九
九
〇
〕
）
が
『
言
海
』
か
ら
『
大
言

f

海
』
の
語
源
説
の
変
遷
を
検
討
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
あ
く
ま
で

『
言
海
』
に
お
け
る
語
源
説
の
方
法
を
考
察
す
る
こ
と
し
、
『
大
言
海
』
へ

の
変
遷
に
つ
い
て
は
深
く
は
立
ち
入
ら
ず
、
説
の
妥
当
性
を
論
じ
た
り
、
新

説
を
提
唱
し
た
り
す
る
こ
と
も
し
な
い
。
な
お
、
犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

）
は
、「
本
書
編
纂
ノ
大
意
」

～

頁
の
「
五
種
ノ
解
」
に
触
れ
つ
つ
、

d

1

2

「
『
言
海
』
が
語
原
の
考
察
に
無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、

そ
う
か
と
言
っ
て
必
ら
ず
し
も
積
極
的
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
」（
315

頁
）
と
述
べ
、『
大
言
海
』
に
お
け
る
語
源
重
視
の
態
度
を
論
じ
る
。『
大
言

海
』
に
比
し
て
『
言
海
』
の
語
源
が
簡
素
で
あ
る
こ
と
は
稿
者
も
首
肯
す
る

も
の
で
あ
る
。

（
六
）
漢
語
を
示
す
活
字
は
斜
体
に
置
き
換
え
た
。
見
出
し
語
の
活
字
に
つ
い
て

は
、『
言
海
』「
索
引
指
南
」

頁
の
「
（
十
二
）
」
に
詳
し
い
。
風
間
力
三
（
一

3

九
八
五
〔
初
出
一
九
八
一
〕）
は
注
に
お
い
て
、「
見
出
語
の
漢
語
と
和
語
と

の
部
分
は
、
平
仮
名
の
明
朝
体
と
ア
ン
チ
ッ
ク
体
（
共
に
平
活
字
と
思
わ
れ

る
）
と
で
印
字
し
別
け
て
お
り
」（

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

324

（
七
）
見
出
し
に
あ
る
「
｛
」
の
符
号
は
、
「
古
キ
語
、
或
ハ
、
多
ク
用
ヰ
ヌ
語
、

又
ハ
、
其
注
ノ
標
」
（
『
言
海
』「
索
引
指
南
」

頁
の
「
種
種
ノ
標
」）
を
示

4

す
も
の
で
あ
る
。
今
野
真
二
（
二
〇
一
三

、

～

頁
）
に
こ
の
符
号
に

a

65

94

つ
い
て
の
詳
し
い
考
察
が
あ
る
。

（
八
）
こ
こ
で
、
『
言
海
』
の
漢
字
表
記
の
方
針
を
、
『
言
海
』
巻
頭
の
「
索
引
指

南
」

頁
の
「
種
種
ノ
標
」
に
し
た
が
っ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
「
｜

4

｜
」
は
「
和
ノ
通
用
字
、
｜
辻
｜
｜
杜
若
｜
ナ
ド
ナ
リ
」
で
あ
る
。「

」（
末

尾
に
あ
る
も
の
）
は
「
漢
ノ
通
用
字
、
十
字
街
、
燕
子
花
ナ
ド
。
（
注
ノ
中

ツ

ジ

カ
キ
ツ
バ
タ

に
置
ク
）」
で
あ
る
。「
｜

｜
」
は
「
和
漢
通
用
字
、
｜
日
｜
｜
月
｜
｜
長

｜
｜
短
｜
ナ
ド
ナ
リ
」
で
あ
る
（
「
日
」
の
字
が
や
や
見
え
に
く
い
。
国
立

国
会
図
書
館
蔵
本
（813.1-O

932g

）
の
画
像
、
明
治
期
国
語
辞
書
大
系
の

影
印
で
も
同
様
）。
今
野
真
二
（
二
〇
一
三

、

～

頁
）
に
、『
言
海
』

b

130

164
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の
「
和
ノ
通
用
字
」「
漢
ノ
通
用
字
」「
和
漢
通
用
字
」
に
つ
い
て
の
詳
し
い

考
察
が
あ
る
。

（
九
）
『
言
海
』
の
外
来
語
に
つ
い
て
は
、
倉
島
節
尚
（
二
〇
一
八
）
で
概
観
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
外
国
語
と
語
源
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
『
日
本
語
学
大

辞
典
』
の
「
語
源
」
の
項
目
（
山
口
佳
紀
執
筆
）
に
は
、
「
英
語
や
フ
ラ
ン

ス
語
な
ど
の
単
語
」
が
「
同
系
統
の
言
語
と
比
較
」
（

頁
）
で
き
る
こ
と

409

を
述
べ
た
上
で
、

そ
れ
に
対
し
て
，
日
本
語
の
場
合
は
，
同
系
統
で
あ
る
こ
と
が
確
実

に
証
明
で
き
る
よ
う
な
言
語
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
，
基
本
的

な
単
語
ほ
ど
，
起
源
を
考
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
う
い
う
場
合
，
安
易
に
周
辺
の
外
国
語
を
取
り
上
げ
，
そ

れ
と
結
び
付
け
て
語
源
を
説
こ
う
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
，
そ
の
点

は
十
分
慎
重
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（

頁
）

409

と
、
外
国
語
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
の
危
う
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
十
）
な
お
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「Japanese

pre-m
odern

dictionaries
日
本
近
代

辞
書
・
字
書
集
」
で
『
言
海
』
の
語
源
部
分
を
「
牽
強
」
と
検
索
す
る
と
、

「
さ
す
が-

に
」
条
も
抽
出
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
以
下
に
示
す
と
お
り
、
語

源
説
を
評
価
し
て
「
牽
強
」
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

さ
す
が-

に
（
副
）
｜
流
石
｜
遉
｜
有
繋
｜
〔
し
か
す
か
に
ノ
約
ナ
リ

ト
云
、
流
石
ノ
字
ハ
、
晋
ノ
孫
楚
、
漱
レ

流
枕
レ

石
ヲ
、
漱
レ

石
枕
レ

流
ト
誤
レ
ル
ヲ
、
齒
ヲ
磨
ク
ナ
リ
、
耳
ヲ
洗
フ
ナ
リ
ト
、
さ
す
が

に
善
ク
牽
強
ケ
タ
リ
ト
イ
フ
意
ニ
取
レ
リ
ト
ゾ
〕〈
以
下
略
〉

コ
ジ
ツ

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

2

402

（
十
一
）
小
野
春
菜
（
二
〇
一
八

）
は
『
言
海
』
稿
本
に
つ
い
て
概
観
し
て
お

b

り
、「
「
稿
本
言
海
」
の
作
成
時
期
を
明
治
二
十
一
年
十
月
以
降
と
判
断
し
、

官
版
の
た
め
で
は
な
く
、
私
版
〈
引
用
者
注
：
本
稿
が
単
に
『
言
海
』
と
呼

ぶ
も
の
は
こ
れ
で
あ
る
〉
の
た
め
に
新
た
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
」

（

頁
）
と
そ
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
小
野
春
菜
（
二
〇
一
七
、

66頁
）
で
も
同
様
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

13

（
十
二
）
『
言
海
』
稿
本
に
お
け
る
「
だ
う-

け
」
条
の
語
源
全
体
は
、
本
稿
第
四

ド

節
に
引
用
し
た
。

（
十
三
）
犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

）
は
、

b

稿
本
が
『
言
海
』
の
出
版
原
稿
で
あ
る
こ
と
は
確
実
と
言
え
る
。

1

校
正
刷
は
稿
本
の
記
述
を
活
字
組
み
し
た
も
の
で
あ
る
。

2

校
正
作
業
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
記
述
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
が
量

3

的
な
面
か
ら
す
る
と
小
さ
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
初
校
校
正

刷
に
な
さ
れ
た
記
述
変
更
は
基
本
的
に
は
そ
の
ま
ま
私
版
本
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
。

（

頁
）

210

と
述
べ
、
「
校
正
刷
は
出
版
原
稿
か
ら
私
版
本
へ
と
至
る
中
間
段
階
に
位
置

す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
自
明
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
言
え
る
」（

頁
）

210

と
す
る
。
ま
た
、
同
じ
く
犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

）
の
報
告
に
よ
る
と
、

b

「
極
一
部
を
除
き
ほ
と
ん
ど
が
私
版
の
初
校
校
正
刷
で
あ
」
り
（

頁
）
、「
本

189

文
の
三
〇
一
頁
、
五
九
一
頁
、
五
九
三
頁
、
六
一
九
頁
の
四
頁
は
再
版
の
校

正
刷
の
次
に
一
括
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
」（

頁
）
が
、「
こ
れ
以
外
に
は

189

存
在
し
な
い
」
（

頁
）
。
な
お
、
「
勿
論
、
稿
本
を
刪
訂
し
つ
つ
、
同
時
に

189

そ
れ
を
基
に
活
字
組
み
が
な
さ
れ
、
校
正
作
業
が
進
め
ら
れ
て
行
く
と
い
う

具
合
で
、
稿
本
作
成
と
校
正
の
二
作
業
が
併
せ
行
わ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
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も
な
い
」
（
犬
飼
守
薫
〔
一
九
九
九

〕、

頁
）
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

b

182

『
言
海
』
校
正
刷
に
つ
い
て
は
、
小
野
春
菜
（
二
〇
一
八

）
で
も
概
観
さ

c

れ
て
い
る
。

（
十
四
）「
奴
」
の
字
が
や
や
見
え
に
く
い
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本

（813.1-O
932g

）
の
画
像
、
明
治
期
国
語
辞
書
大
系
の
影
印
で
も
同
様
）
。

（
十
五
）「
呉
羽
穴
羽
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な
い
。

（
十
六
）
な
お
本
条
に
関
し
て
、
『
言
海
』
稿
本
で
「
和
名
抄
」
の
記
述
が
付
加

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
野
春
菜
（
二
〇
一
八

、

～

頁
）
に
言

d

191

192

及
が
あ
り
、「
私
版
第
四
冊
（
つ
以
下
）
の
出
版
に
際
し
、「
出
典
」
を
充
実

す
る
方
針
が
立
て
ら
れ
た
と
推
測
す
る
」（

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

192

（
十
七
）
本
条
は
小
野
春
菜
（
二
〇
一
八

、

頁
）
に
お
い
て
、
『
倭
名
類
聚

d

186

抄
』
を
引
く
例
と
し
て
数
え
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
十
八
）
『
言
海
』
稿
本
に
お
け
る
「
マ
シ
ラ
」
条
の
語
源
部
分
全
体
は
、
本
稿

第
四
節
に
引
用
す
る
。

（
十
九
）
校
正
刷
の
頁
数
は
朱
で
「
四
三
六
」
か
ら
「
四
三
四
」
に
変
更
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
小
野
春
菜
（
二
〇
二
〇
）
は
校
正
刷
に
お
け
る
語
釈
中
の
「
蠃
」

字
の
訂
正
を
「
印
字
さ
れ
た
字
体
／
字
形
を
認
め
て
い
な
い
例
」
の
一
つ
に

挙
げ
て
い
る
（

頁
）。

166

（
二
十
）
「
用
ヰ
ル
コ
ト
」
の
「
コ
ト
」
の
合
字
が
見
え
に
く
い
。
（
国
立
国
会
図

書
館
蔵
本
（813.1-O
932g

）
の
画
像
、
明
治
期
国
語
辞
書
大
系
の
影
印
は

比
較
的
文
字
の
形
が
読
み
取
り
や
す
い
た
め
、
こ
れ
ら
に
よ
り
補
う
。

（
二
十
一
）
な
お
本
条
は
小
野
春
菜
（
二
〇
一
八

、

頁
）
に
お
い
て
、
『
倭

d

186

名
類
聚
抄
』
を
引
く
例
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
る
。

（
二
十
二
）
「
譌
」
と
い
う
字
は
『
漢
英
対
照
い
ろ
は
辞
典
』
（
高
橋
五
郎
著
、
一

八
八
八
年
）
に
お
い
て
、

よ
こ
な
ま
る
（
自
）

譌
，
訛
，
轉
訛
，
な
ま
る
（
言
葉
が
）T

o
be

corrupted
(as

the
pronounciation

)
.

（
『
漢
英
対
照
い
ろ
は
辞
典
』

頁
〔

コ
マ
目
〕）

381

198

と
あ
る
よ
う
に
、「
よ
こ
な
ま
る
」
の
漢
字
表
記
と
し
て
当
て
ら
れ
て
お
り
、

「
な
ま
る
」
と
い
う
意
味
の
よ
う
で
あ
る
。

（
二
十
三
）
『
言
海
』
稿
本
に
お
け
る
「
と
ら
」
の
語
源
部
分
の
全
体
は
、
本
稿

第
四
節
に
掲
げ
た
。

な
お
、
小
野
春
菜
（
二
〇
一
八

）
は
「
と
ら
」
を
『
言
海
』
に
「
朝
鮮

a

語
」
と
あ
る
も
の
の
一
例
に
数
え
上
げ
て
い
る
（

頁
）
。
小
野
春
菜
（
二

49

〇
一
八

、

頁
）
に
あ
る
の
は
、
『
言
海
』
巻
末
の
「
言
海
採
収
語
…
類

a

49

別
表
」
に
お
い
て
、
「
朝
鮮
語
」
が
「
韓
語
」
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
指
摘
す
る
部
分
（

頁
）
の
注
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
と
ら
」
を
大
槻
文

33

彦
が
「
朝
鮮
語
」
と
認
定
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
議
論
を
意
図
は
し

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
二
十
四
）
『
言
海
』
稿
本
に
お
け
る
「
は
も
」
条
の
語
源
部
分
全
体
は
、
本
稿

第
四
節
に
引
用
す
る
。

（
二
十
五
）
頁
数
は
一
部
朱
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。

（
二
十
六
）「

＋＋

」
は
「
訛
語
、
或
ハ
、
俚
言
、
又
ハ
其
注
ノ
標
」（
『
言
海
』
の
「
索

ナ
マ
リ

サ
ト
ビ
コ
ト
バ

引
指
南
」

頁
の
「
種
種
ノ
標
」
）
を
示
す
符
号
で
あ
る
。
今
野
真
二
（
二

4

〇
一
三

、

～

頁
）
に
こ
の
符
号
に
つ
い
て
の
詳
し
い
考
察
が
あ
る
。

a

94

112

ま
た
、「
ミ
ソ
」
は
小
野
春
菜
（
二
〇
一
八

）
で
は
、『
言
海
』
に
「
朝

a

鮮
語
」
と
あ
る
例
と
し
て
数
え
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（

頁
）
。
な
お
、
注

49

（
二
十
三
）
で
述
べ
た
通
り
、
小
野
春
菜
（
二
〇
一
八

、

頁
）
に
あ

a

49

る
の
は
、
「
朝
鮮
語
」
か
ら
「
韓
語
」
へ
の
用
語
の
変
更
に
つ
い
て
の
指
摘

（

頁
）
に
関
す
る
注
で
あ
り
、
大
槻
文
彦
が
「
ミ
ソ
」
を
実
際
に
「
朝
鮮

33
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語
」
と
認
定
し
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
議
論
す
る
意
図
は
無
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。

（
二
十
七
）
「
齋
」
の
部
分
が
少
し
見
え
に
く
い
た
め
、
稿
者
の
推
測
に
よ
り
引

イ
モ

用
し
て
い
る
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（813.1-O

932g

）
の
画
像
、
明
治

期
国
語
辞
書
大
系
の
影
印
で
も
同
様
）
。
ま
た
、
小
野
春
菜
（
二
〇
一
八

、
d

頁
）
は
、
本
条
を
『
倭
名
類
聚
抄
』
を
引
く
例
と
し
て
数
え
上
げ
て
お
り
、

187「
語
義
に
も
「
和
名
抄
」
の
書
名
と
使
用
例
の
記
載
が
あ
る
」
（
小
野
春
菜

〔
二
〇
一
八

、

頁
〕
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
小
野
春
菜
（
二
〇
一

d

186

八

）
は
本
条
を
「
記
述
が
〈
引
用
者
注
：
『
倭
名
類
聚
抄
』
の
〉
元
和
本

d
と
異
な
る
も
の
」（

頁
）
の
例
に
挙
げ
、『
言
海
』
が
『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』

190

を
用
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
二
十
八
）
「
木
林
」
の
「
木
」
の
字
は
や
や
見
え
に
く
い
（
国
立
国
会
図
書
館

モ
ク
リ
ン

蔵
本
（813.1-O

932g

）
の
画
像
、
明
治
期
国
語
辞
書
大
系
の
影
印
で
も
同

様
）。

（
二
十
九
）
複
数
の
語
源
説
明
が
あ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
二
度
計
上
さ
れ
て
い

る
条
が
あ
る
。

（
三
十
）
『
言
海
』
稿
本
の
語
源
部
分
に
つ
い
て
他
に
見
て
お
く
と
、
「
景
時
ノ
名

ヲ
」
と
い
う
部
分
は
推
敲
の
後
の
表
現
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
「
ノ
名
」
が

補
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
ヲ
」
は
何
か
を
削
除
し
た
後
に
補
入
さ
れ
て

い
る
）。
加
え
て
「
仮
名
遣
」
の
「
遣
」
が
補
入
さ
れ
て
い
る
（
け
二
七
）。

『
言
海
』
校
正
刷
に
お
い
て
は
、「
渾
名
」
の
振
り
仮
名
を
加
え
て
い
る
点
、

ア
ダ

ナ

「
イ
ヘ
ル
ナ
リ
ト
、
」
の
読
点
を
追
加
し
た
以
外
に
内
容
の
変
更
は
見
ら
れ

な
い
（
第

冊
・

頁
）。
な
お
、
山
田
俊
雄
（
一
九
七
九
）
が
、「
刊
行
後

2

316

の
手
入
れ
と
し
て
の
欄
外
の
天
の
場
所
に
施
さ
れ
た
書
き
込
み
に
は
、
〈
以

下
略
〉
」（

頁
）
と
、
風
間
力
三
（
一
九
八
五
）
が
「
書
込
の
中
に
は
、
私

716

版
刊
行
後
の
覚
書
も
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
（

頁
）
と
述
べ
て
い
る
よ

319

う
に
、
「
濃
州
ニ
梶
原
ト
イ
フ
」
と
い
う
書
き
込
み
も
、
刊
行
前
の
記
入
と

カ
ヂ
ハ
ラ

は
限
ら
な
い
。
た
だ
し
、『
大
言
海
』
の
「
げ
じ
げ
じ-

む
し
」
条
で
は
、「
梶

原
景
時
ノ
事
ニ
就
キ
テ
云
フ
ハ
、
附
會
ナ
リ
」（
第

巻
・

頁
）
と
あ
る
。

2

164

同
じ
く
『
大
言
海
』
の
「
か
ぢ
は
ら-

む
し
」
条
で
も

カ

ジ

ワ

ラ

-

ム

シ

〈
前
略
〉〔
梶
原
景
時
、
將
軍
賴
朝
ノ
寵
ヲ
恃
ミ
、
讒
ヲ
耳
ニ
入
レ
テ
、

何
事
ニ
モ
、
右
幕
下
ノ
下
知
ナ
リ
ト
云
ヒ
テ
、
威
ヲ
張
リ
シ
カ
バ
、

ゲ

チ

人
、
げ
ぢ
げ
ぢ
ト
渾
名
シ
テ
忌
メ
リ
、
蚰
蜒
モ
忌
ム
ベ
キ
蟲
ナ
レ

ア
ダ

ナ

バ
、
其
名
、
移
レ
ル
ナ
リ
ト
云
フ
説
ア
レ
ド
、
附
會
ナ
リ
、
げ
じ

げ
じ
（
蚰
蜒
）
ノ
條
ヲ
見
ヨ
、
然
レ
ド
モ
、
此
蟲
ヲ
か
ぢ
は
ら
ト

云
フ
コ
ト
、
正
德
ノ
頃
既
ニ
見
ユ
レ
バ
、
此
説
モ
、
時
代
ハ
ア
リ
〕

〈
以
下
略
〉

（
『
大
言
海
』
第

巻
・

頁
）

1

641

と
あ
る
よ
う
に
、
「
附
會
」
と
し
て
お
り
、
大
槻
文
彦
の
中
で
考
え
の
変
遷

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
三
十
一
）『
言
海
』
稿
本
の
語
源
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

〈
前
略
〉
〔
福
州
ノ
雪
峯
義
存
禪
師
、
常
ニ
隱
所
ヲ
掃
除
シ
テ
、
大
悟

カ

ハ

ヤ

ヲ
得
タ
リ
シ
カ
バ
【
因
テ
】
名
ト
ス
ト
【
云
】
、
或
云
、
雪
竇
禪
師
、

靈
隱
寺
ノ
司
厠
ノ
職
タ
リ
シ
カ
バ
【
ヨ
リ
】
イ
フ
ト
〕
〈
以
下
略
〉

（
『
言
海
』
稿
本
・
せ
四
三
）

『
言
海
』
校
正
刷
の
語
源
部
分
お
い
て
は
、「
得
タ
リ
、
」
の
読
点
を
補
い
、

「
司
厠
」
を
「
司
廁
」
に
直
し
て
い
る
（
第

冊
・

頁
）。

3

553

（
三
十
二
）『
言
海
』
稿
本
の
語
源
部
分
に
は
以
下
の
よ
う
な
変
更
が
見
ら
れ
る
。
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〈
前
略
〉〔
仁
明
帝
、
黄
菊
ヲ
好
ミ
給
ヒ
ケ
レ
バ
、
其
年
號
ニ
因
テ
承
和

ソ

ガ

菊
ト
■
【
呼
】
ブ
【
ナ
リ
】
ト
云
【
云
】
〕〈
以
下
略
〉

（
『
言
海
』
稿
本
・
そ
九
）

な
お
、
『
言
海
』
校
正
刷
に
お
い
て
は
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

3

頁
）。

568

（
三
十
三
）『
言
海
』
稿
本
に
お
い
て
、
語
源
の
内
容
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
お

二
九
）
。
『
言
海
』
校
正
刷
に
お
い
て
も
、
語
源
の
内
容
に
変
更
は
見
ら
れ
な

い
（
第

冊
・

頁
）。

1

145

（
三
十
四
）『
言
海
』
稿
本
の
語
源
部
分
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

〈
前
略
〉
〔
相
生
ヲ
誤
解
■
■
移
■
【
解
シ
テ
転
ゼ
■
ル
ナ
リ
】
〈
引

ア
ヒ
オ
ヒ

リ
テ

レ
リ

用
者
注
：
「
リ
テ
」「
レ
リ
」
に
削
除
線
あ
り
〉
〕〈
以
下
略
〉

（
『
言
海
』
稿
本
・
あ
八
一
）

『
言
海
』
校
正
刷
の
語
源
部
分
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）
。

1

25

な
お
、
本
条
は
大
久
保
初
男
（
一
九
二
八
）
が
「
𦾔
言
海
」
（
『
言
海
』
）

と
「
新
言
海
」（
『
大
言
海
』
）
と
対
照
さ
せ
て
「
一
新
面
目
を
改
め
ま
し
た
」

（

頁
〔

頁
〕
）
と
評
す
る
一
例
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
当
該
の
語
は

70

944

69

頁
〔

頁
〕
に
あ
り
）。
ち
な
み
に
『
大
言
海
』
に
は

943あ
ひ-

お
い
（
名
）
｜
相
老
｜
〔
次
條
ノ
語
〈
引
用
者
注
：
「
相
生
」
〉

ア

イ

-

オ

イ

ト
、
發
音
ノ
同
ジ
ク
聞
ユ
ル
ニ
因
リ
テ
、
移
シ
タ
ル
ナ
リ
、
謠
曲

ニ
始
マ
ル
、
謠
曲
、
高
砂
ハ
、
舊
題
ヲ
、
相
生
ト
云
ヒ
キ
、（
稀
ニ
、

ア
ヒ
オ
ヒ

相
老
ト
記
シ
タ
ル
モ
ア
リ
ト
云
フ
）
德
川
時
代
ニ
至
リ
テ
、
高
砂

ト
改
題
シ
タ
リ
、
此
曲
ハ
、
足
利
義
滿
ノ
代
、
應
永
年
中
ニ
、
觀

世
世
阿
彌
ノ
作
ナ
リ
〕
夫
婦
、
共
ニ
、
長
命
ナ
ル
コ
ト
。
偕
老
謡

曲
、
高
砂
（
光
悦
本
）
播
州
高
砂
ノ
松
「
老
人
夫
婦
來
レ
リ
、
云

云
、
高
砂
、
住
江
ノ
松
ニ
、
あ
ひ
を
ひ
ノ
名
ア
リ
、
云
云
、
松
ハ

ス
ミ
ノ
エ

非
情
ノ
モ
ノ
ダ
ニ
モ
、
相
生
ノ
名
ハ
ア
ル
ゾ
カ
シ
、
云
云
、
尉

ト
姥

ジ
ヨ
ウ

ウ
バ

ハ
、
松
モ
ロ
ト
モ
ニ
、
此
年
マ
デ
、
あ
ひ
を
ひ
ノ
夫
婦
ト
ナ
ル
モ

ノ
ヲ
、
云
云
」
此
文
、
相
老
ノ
意
ニ
移
シ
タ
リ
。
尚
、
文
中
ノ
「
四

海
、
波
、
靜
ニ
シ
テ
、
國
モ
治
マ
ル
時
津
風
、
枝
ヲ
鳴
ラ
サ
ヌ
御

代
ナ
レ
ヤ
、
逢
ヒ
ニ
相
生
ノ
松
コ
ソ
、
メ
デ
タ
カ
リ
ケ
レ
」
ノ
一

節
ヲ
、
婚
姻
ノ
席
ニ
テ
謠
フ
ヲ
例
ト
ス
、
夫
婦
偕
老
ヲ
祝
ス
ル
ナ

リ
。

（
『
大
言
海
』
第

巻
・

頁
）

1

109

と
あ
る
。
な
お
、「
新
言
海
」
に
つ
い
て
は
、「
今
や
余
は
、
博
士
の
遺
志
を

継
承
し
て
、
新
言
海
刊
行
に
、
歩
を
進
ま
せ
つ
ゝ
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
」（
大

久
保
初
男
〔
一
九
二
八
、

頁
［

頁
］
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
大
久
保
初
男

70

944

（
一
九
二
八
）
時
点
で
は
、
『
大
言
海
』
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。
大
久
保

初
男
（
一
九
二
八
）
の
引
く
「
新
言
海
」
の
本
文
と
『
大
言
海
』
の
本
文
と

の
間
に
細
か
な
異
同
は
あ
る
。

（
三
十
五
）
『
言
海
』
稿
本
の
語
源
部
分
で
は
、
「
一
簞
食
、
一
瓢
飮
」
と
あ
る
読

点
を
削
除
し
、「
熟
」
の
字
を
一
度
改
め
て
書
き
直
し
て
い
る
（
へ
一
一
）。

『
言
海
』
校
正
刷
の
語
源
部
分
で
は
「
屢
空
ト
、
」
を
「
屢
空
、
ト
」
に
改

め
て
い
る
（
第

冊
・

頁
）。

5

912

（
三
十
六
）
「
全
身
黄
ニ
シ
テ
」
の
「
黄
」
が
や
や
見
え
に
く
い
（
国
立
国
会
図

書
館
蔵
本
（813.1-O

932g

）
の
画
像
、
明
治
期
国
語
辞
書
大
系
の
影
印
で

も
同
様
）。

（
三
十
七
）
「
二
布
」
の
振
り
仮
名
の
「
フ
」
が
や
や
見
え
に
く
い
（
明
治
期
国

フ
タ

ノ

語
辞
書
大
系
の
影
印
で
も
同
様
）
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（813.1-O

932g

）
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の
画
像
で
は
、
や
や
読
み
取
り
や
す
い
。

（
三
十
八
）
『
言
海
』
稿
本
の
語
源
部
分
で
は
、
「
ひ
は
ひ
は
」
の
部
分
が
元
々
は

カ
タ
カ
ナ
の
「
ヒ
ハ
ヒ
ハ
」
で
あ
っ
た
（
ひ
八
二
）
。『
言
海
』
校
正
刷
に
お

い
て
語
源
部
分
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
が
、
「
ア
レ
バ
」
の
「
ア
」
に
何
ら

か
の
訂
正
を
試
み
た
と
思
わ
れ
る
記
入
は
見
ら
れ
る
（
内
容
は
不
明
、
第
4

冊
・

頁
）。

868

（
三
十
九
）
『
言
海
』
稿
本
を
見
る
と
、
「
或
云
、
身
軀
ノ
轉
」
は
後
か
ら
の
補
入

ム
ク

ロ

で
あ
る
（
み
一
八
）。
ま
た
、『
言
海
』
校
正
刷
に
お
い
て
、
語
源
部
分
に
変

更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）。

5

968

（
四
十
）
「
離
合
迷
字
」
に
つ
い
て
は
、
犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

〔
初
出
一
九

e

八
八
〕
、

～

頁
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
に
蔵
さ
れ
る
『
言

362

365

海
参
考
資
料
』
の
う
ち
、

冊
目
の
『
言
語
各
種
』
と
い
う
資
料
に
「
二
合

9

字

三
合
字

合
迷
字

和
製
字
」
と
し
て
「
鶸

弱
鳥
」
が
挙
が
っ
て
い

る
（

コ
マ
目
）
。
な
お
、
刀
自
に
つ
い
て
も
同
コ
マ
で
触
れ
て
い
る
（
た

42

だ
し
、「
負
」
の
字
で
は
な
く
、「
刀
」
の
冠
に
「
目
」
と
い
う
字
で
あ
る
）
。

以
上
の
二
語
に
つ
い
て
は
、
犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

、

頁
）
に
『
言
語

e

366

各
種
』
の
当
該
箇
所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
言
語
各
種
』
は
犬
飼
守
薫
（
一

九
九
九

、

頁
）
が
、
「
『
大
言
海
』
の
基
礎
的
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が

e

377

確
か
め
ら
れ
」
た
と
し
て
い
る
資
料
で
あ
る
。

（
四
十
一
）
な
お
、
『
言
海
』
稿
本
の
時
点
で
は
、
語
釈
が
大
幅
に
異
な
っ
て
お

り
、
『
言
海
』
校
正
刷
の
段
階
で
、
付
箋
を
用
い
て
『
言
海
』
の
語
釈
に
改

訂
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
語
源
は
『
言
海
』
稿
本
で
訂
正
さ
れ
た
以
降
の

新
た
な
訂
正
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）
。
以
下
に
『
言
海
』
稿
本

2

207

の
内
容
を
示
し
て
お
く
。

カ
バ
ン
【
後
】
【
八
分
一
〈
引
用
者
注
：
「
後
」
と
「
八
分
一
」
は
上

側
欄
外
の
記
入
〉
】
（
名
）
〔
洋
語
ナ
ラ
ム
、
詳
ナ
ラ
ズ
〕
手
提
ノ
革

袋
ノ
名
、
近
年
、
西
洋
ヨ
リ
入
ル
。（

『
言
海
』
稿
本
・
か
一
三
六
）

「
【
後
】」
と
あ
る
の
は
、
配
列
順
の
入
れ
替
え
の
指
示
で
あ
る
。「
【
八
分

一
】
」
は
印
刷
に
つ
い
て
の
指
示
で
あ
っ
て
内
容
に
は
関
わ
ら
な
い
と
思
わ

れ
る
。

（
四
十
二
）
『
言
海
』
稿
本
の
語
源
部
分
を
見
る
と
、
「
ト
云
」
の
部
分
が
後
か
ら

の
補
入
で
あ
る
（
こ
一
二
）
。
『
言
海
』
校
正
刷
の
語
源
部
分
に
お
い
て
は
、

「
コ
リ
ア
ン
デ
ル
ノ
轉
、
ト
云
」
を
「
コ
リ
ア
ン
デ
ル
、
ノ
轉
ト
云
、
」
に

す
る
よ
う
な
指
示
が
あ
る
。
（
第

冊
・

頁
）。

2

334

（
四
十
三
）
『
言
海
』
稿
本
を
確
認
す
る
と
、
語
源
部
分
の
全
体
が
、
後
か
ら
の

補
入
で
あ
る
。
語
源
の
内
容
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
い
五
二
）
。『
言
海
』

校
正
刷
に
お
い
て
、
語
源
の
内
容
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）
。

1

62

（
四
十
四
）
『
言
海
』
の
稿
本
の
語
源
部
分
を
見
る
と
、
末
尾
の
「
ル
ナ
リ
」
が

補
入
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
お
四
八
）
。『
言
海
』
校
正
刷
の
語
源
部
分
に

お
い
て
、
内
容
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
（
第

冊
・

頁
）

1

151

（
四
十
五
）
山
田
忠
雄
（
一
九
八
一
）
は
『
言
海
』
に
お
け
る
『
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
』

の
影
響
に
つ
い
て
、
「
大
槻
博
士
は
機
械
的
に
彼
〈
引
用
者
注
：
『
ウ
ェ
ブ
ス

タ
ー
』
〉
を
訳
出
し
て
此
に
当
て
る
愚
を
避
け
、
十
分
に
語
を
選
ん
で

適

用
す
べ
き
場
合
に
の
み
之
を
適
用
し
た
計
画
性
を
余
裕
を
備
え
て
い
た
」（
559

頁
）
、「
玆
に
お
い
て
要
請
せ
ら
れ
た
の
が
、
個
個
の
語
性
へ
の
確
実
な
る
認

識
で
あ
り
」
（

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
山
田
忠
雄
（
一
九
八
一
）
の
指
摘

559

も
併
せ
て
踏
ま
え
る
と
、『
言
海
』
の
論
述
様
式
を
理
解
す
る
上
で
「
個
個
」

は
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
山
田

忠
雄
（
一
九
八
一
）
は
「
一
つ
の
語
で
或
る
パ
タ
ー
ン
を
獲
得
す
る
や
、
そ
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れ
を
平
板
に
流
れ
な
い
範
囲
内
で
他
の
同
類
の
語
に
も
推
し
及
ぼ
し
た
こ
と

は
十
分
に
看
取
さ
れ
る
」（

頁
）
と
も
述
べ
て
い
る
。

559

ま
た
、『
大
言
海
』
に
は

い
た
だ･

く･

ク･

ケ･

カ･

キ･

ケ

（
他
動
）
｜
戴
｜
〔
〈
中
略
〉
強
ヒ
テ
、

試
ミ
ニ
、
予
ガ
牽
強
説
ヲ
言
ハ
バ
、
い
ハ
發
語
、
た
だ
く
ハ
手
手
上

タ

タ

ア

く
ノ
約
、
別
く
、
別
く
る
ナ
ド
、
共
ニ
他
動
ニ
テ
、
二
活
用
ア
ル

モ
ア
リ
、
濁
音
ノ
顚
倒
ス
ル
例
モ
ア
リ
、
（
い
づ
つ
し
ノ
語
原
ヲ
見

ヨ
）
サ
レ
ド
、
我
レ
ナ
ガ
ラ
失
笑
ス
、
尚
ツ
ラ
ツ
ラ
考
フ
ベ
シ
、〈
以

下
略
〉

（
『
大
言
海
』
第

巻
・

頁
）

1

271

と
自
ら
の
説
を
「
牽
強
」
と
し
た
箇
所
が
あ
る
。
『
大
言
海
』
の
こ
の
条
を

引
用
す
る
犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

）
は
「
確
か
に
、
こ
の
よ
う
な
点
に

f

文
彦
の
語
原
論
の
難
点
が
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
文
彦
の
言
わ
ば

個
性
が
惜
し
気
も
な
く
あ
ら
わ
れ
た
箇
所
で
あ
り
、
語
原
散
策
に
身
を
置
く

文
彦
の
心
情
が
語
ら
れ
て
い
る
箇
所
と
言
え
る
」
（

頁
）
と
評
し
て
い
る

448

（
『
大
言
海
』
の
こ
の
条
を
引
用
す
る
の
は
犬
飼
守
薫
〔
一
九
九
九

、
f

446

～

頁
〕
）。

447

（
四
十
六
）『
日
本
語
学
大
辞
典
』
の
「
山
田
美
妙
」
の
項
目
（
木
村
義
之
執
筆
）

に
「
代
表
的
辞
書
『
日
本
大
辞
書
』（1892

～1896

）
は
、
刊
行
間
も
な
い

『
言
海
』
に
対
抗
意
識
を
燃
や
し
、
口
述
筆
記
に
補
筆
す
る
と
い
う
方
式
で

作
ら
れ
た
速
成
の
辞
書
で
あ
っ
た
」（

頁
）
と
あ
る
。『
言
海
』
と
『
日
本

970

大
辞
書
』
を
比
較
す
る
研
究
と
し
て
は
、
例
え
ば
今
野
真
二
（
二
〇
一
四
）

が
あ
る
。

（
四
十
七
）
「
（
第
四
上
）
」
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
『
日
本
大

辞
書
』
巻
頭
部
分

頁
の
「
符
号
ノ
解
」
に
お
い
て
、「
（

）
」
は
「
音
調
」

31

で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
）
。
『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
の
「
日
本
大
辞
書
」

の
項
目
（
前
田
富
祺
執
筆
）
に
は
、
「
独
自
の
ア
ク
セ
ン
ト
観
に
基
づ
い
て

語
の
ア
ク
セ
ン
ト
記
し
」（

頁
）
た
こ
と
を
『
日
本
大
辞
書
』
の
「
特
色
」

1022

（

頁
）
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
。『
日
本
語
学
大
辞
典
』
の
「
山
田
美
妙
」

1022
（
木
村
義
之
執
筆
）
も
『
日
本
大
辞
書
』
に
つ
い
て
、
「
見
出
し
語
す
べ
て

に
対
す
る
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の
表
示
」
を
「
見
る
べ
き
見
解
」
の
一
つ
に
挙

げ
て
い
る
（

頁
）。

970

（
四
十
八
）
『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
の
「
日
本
大
辞
書
」
の
項
目
（
前
田
富
祺

執
筆
）
に
は
、
「
『
言
海
』
の
説
に
し
い
て
異
を
立
て
よ
う
と
し
た
り
」
（
1022

頁
）
と
あ
る
が
、『
日
本
大
辞
書
』
の
「
げ
ぢ･

げ
ぢ
」
条
が
そ
の
よ
う
な
例

に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

（
四
十
九
）
「
八
分
一
」
は
印
刷
に
つ
い
て
の
指
定
で
、
内
容
に
は
関
わ
ら
な
い

と
思
わ
れ
る
。

（
五
十
）
漢
語
の
字
体
と
す
る
指
示
で
あ
る
左
傍
線
を
削
除
し
て
い
る
。
左
傍
線

に
つ
い
て
、
風
間
力
三
（
一
九
八
五
）
が
「
稿
本
で
は
、
ア
ン
チ
ッ
ク
体
〈
引

用
者
注
：
漢
語
の
字
体
〉
に
あ
た
る
部
分
は
凡
て
語
の
左
傍
に
傍
線
を
引
い

て
あ
っ
て
、
そ
の
区
別
は
明
瞭
で
あ
る
」
（

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
小
野

324

春
菜
（
二
〇
一
八

）
が
、
風
間
力
三
の
言
及
に
「
こ
の
こ
と
は
、
和
漢
熟

b

語
や
漢
外
熟
語
に
お
け
る
漢
語
部
分
に
対
し
て
も
確
認
で
き
る
」
（

頁
）

67

と
付
加
し
て
い
る
。
ま
た
、『
言
海
』
校
正
刷
に
お
い
て
、
語
源
部
分
は
「
云

フ
ハ
、
」
の
読
点
を
補
う
の
み
で
、
内
容
の
変
更
は
無
い
（
第

冊
・

頁
）
。

2

343

な
お
、
語
源
が
何
語
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
見
出
し
の
活
字
選
択
に
影
響

を
与
え
た
例
は
、
他
に
も
見
ら
れ
る
。
犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

）
は
「
ア

b

-

ダ
ン
」
と
い
う
語
（
『
言
海
』
の
当
該
条
に
は
「
熱
帶
地
ニ
産
ズ
ル
常
綠
草

ト
キ
ハ

ノ
名
」
〔
第

冊
・

頁
〕
な
ど
の
語
釈
が
付
さ
れ
る
）
に
つ
い
て
、
「
「
あ

1

18

だ
ん
（
阿
旦
）
」
と
い
う
語
は
文
彦
に
と
っ
て
語
種
の
決
定
に
苦
慮
し
た
語



- 53 -

で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
（

頁
）
と
述
べ
、
稿
本
や
校
正
刷
を
確
認
し
つ

200

つ
そ
の
変
遷
を
追
っ
て
い
る
。
改
め
て
稿
本
や
校
正
刷
な
ど
を
確
認
し
て
、

そ
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

あ
だ
ん
（
名
）
｜
阿
旦
｜
熱
帶
地
ニ
産
ス
ル
常
綠
草
ノ
名
、
葉
ノ
形
、

ト
キ
ハ

莖
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
両
邉
ニ
刺
ア
リ
、
中
心
ヨ
リ
長
キ
莖
ヲ
出
シ

ト
ゲ

テ
花
ヲ
開
ク
、
淡
紅
又
ハ
黄
ナ
リ
。

草
蘆
薈

（
『
言
海
』
稿
本
・
あ
五
七
）

あ
だ
ん
【
あ-

だ
〈
引
用
者
注
「-

」
を
〉
イ
レ
ル
】
【
ア-

ダ
ン
】
【
ア

-

ダ
ン
】
【
ア-

ダ
ン
】
｜
阿
旦
｜
【
〔
琉
球
語
ナ
ラ
ム
〕
】
【
〔
琉
球
語

ナ
ラ
ム
〕
】
熱
帶
地
ニ
産
ズ
【
ニ
ゴ
ル
〈
引
用
者
注
：
濁
点
は
朱
〉
】

ル
常
綠
草
ノ
名
〈
以
下
略
〉

ト
キ
ハ

（
『
言
海
』
校
正
刷
・
第

冊
・

頁
）

1

18

ア-

ダ
ン
（
名
）
｜
阿
旦
｜
〔
琉
球
語
ナ
ラ
ム
〕
熱
帶
地
ニ
産
ズ
ル
常
綠

ト
キ
ハ

草
ノ
名
〈
以
下
略
〉

（
『
言
海
』
第

冊
・

頁
）

1

18

こ
れ
に
つ
い
て
、
犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

）
は

b

稿
本
で
は
見
出
し
の
「
あ
だ
ん
」
の
左
側
に
傍
線
を
引
き
漢
語
と
位

置
づ
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
初
校
校
正
刷
を
見
る
と
ヒ
ラ
ゴ
マ
で

活
字
組
み
さ
れ
た
も
の
（
漢
語
）
を
二
重
傍
線
を
引
い
て
「
ア-

ダ
ン
」

（
外
来
語
）
と
書
き
換
え
て
語
原
記
述
の
〔
琉
球
語
ナ
ラ
ム
〕
を
追

記
す
る
と
い
う
校
正
作
業
を
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ

の
漢
語
か
ら
外
来
語
へ
の
変
更
は
稿
本
作
成
時
で
は
な
く
、
校
正
作

業
時
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
稿
本
に
変
更
の
記
述

が
一
切
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

と
漢
語
か
ら
外
来
語
へ
の
変
更
を
指
摘
し
て
い
る
（

～

頁
）
。
こ
の
語

200

201

は
犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

〔
初
出
一
九
九
二
〕
、

頁
）
に
お
い
て
も
、「
語

c

253

種
の
変
更
」
の
一
覧
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
言
海
』
巻
末
の
「
言
海
採
収

語
…
類
別
表
」
で
は
、
「
琉
球
語
」
は
「
外
來
語
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

（
五
十
一
）『
大
言
海
』
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
吉
田
金
彦
（
一
九
七
四
）
が
「
そ

の
語
の
語
源
を
、
同
似
音
に
よ
る
他
語
で
も
っ
て
行
な
う
分
析
解
釈
法
」（
42

頁
）
を
指
し
て
「
右
に
述
べ
た
如
き
分
析
解
釈
法
に
よ
る
語
原
説
が
き
わ
め

て
多
い
」
（

頁
）
と
し
て
い
る
。
な
お
、
吉
田
金
彦
（
一
九
七
四
）
に
よ

42

れ
ば
、
こ
の
方
法
は
「
構
語
論
に
は
絶
対
に
用
心
す
べ
き
方
法
で
あ
っ
て
、

い
つ
も
正
し
い
語
源
研
究
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
る
」
（

頁
）
と
い
う

42

（
こ
の
方
法
は
、
本
稿
の
分
類
で
言
う
と
⑤
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
か
）
。

ま
た
、
犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

）
に
よ
る
と
、
「
『
言
海
』
の
語
原
説
を

f

継
承
し
つ
つ
も
、『
大
言
海
』
の
独
自
性
を
志
向
し
て
い
る
項
目
」（

頁
）

454

に
つ
い
て
は
、「
や
や
も
す
る
と
思
弁
的
に
な
り
が
ち
な
個
別
的
な
『
言
海
』

の
語
原
説
の
弊
を
取
り
除
く
た
め
に
、
『
大
言
海
』
で
は
、
同
じ
構
成
法
か

ら
な
る
語
を
整
理
し
て
、
当
該
語
を
そ
の
中
に
位
置
付
け
、
そ
こ
か
ら
導
き

出
さ
れ
る
法
則
を
何
ら
か
の
形
で
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
向
が
存
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
（

頁
）
と
い
う
。
同
じ
く
犬
飼
守
薫
（
一
九

454

九
九

）
は
「
『
大
言
海
』
の
語
原
説
は
、
比
較
言
語
学
や
比
較
方
言
学
な

f

ど
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
極
め
て
少
な
」
（

頁
）
い
と
し
つ

424

つ
も
、
「
『
大
言
海
』
の
語
原
説
は
、
音
義
説
や
通
略
延
約
説
と
い
っ
た
旧
来

の
語
原
論
か
ら
抜
け
出
て
い
る
点
も
少
な
く
な
く
、
そ
の
点
か
ら
言
っ
て
も

正
当
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
（

頁
）
と
も
評
し
て

424
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い
る
。

［
テ
キ
ス
ト
］

・
私
に
点
線
や
波
線
、
網
掛
け
を
付
す
場
合
が
あ
る
（
『
言
海
』
の
漢
字
表
記
の

傍
線
や
二
重
傍
線
は
原
文
の
マ
マ
で
あ
る
）。

・
変
体
仮
名
、
合
字
は
改
め
た
。

・
今
日
か
ら
み
て
不
適
切
で
あ
る
と
さ
れ
る
表
現
に
つ
い
て
も
、
変
更
は
加
え
て

い
な
い
。

『
漢
英
対
照
い
ろ
は
辞
典
』
（
高
橋
五
郎
著
、
一
八
八
八
年
）
の
引
用
は
国
立
国

会
図
書
館
蔵
（
特

70-533

）
の
本
に
よ
っ
た
（
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
〈https://dl.ndl.go.jp/
〉
に
よ
る
。
当
該
資
料
リ
ン
ク

〈https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/902745
〉
）
。
検
索
に
は
全
文
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
あ
る
「Japanese

pre-m
odern

dictionaries

日
本
近
代
辞
書
・

字
書
集
」
〈https://joao-roiz.jp/JP

D
IC
T
/

〉
を
用
い
た
（
最
終
更
新
日
二
〇

二
一
年
七
月
二
十
四
日
）
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
へ
の
リ
ン
ク
は
、
同
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
も
辿
る
こ
と
が
可
能
。

『
言
海
』
（
大
槻
文
彦
著
、
一
八
八
九
～
一
八
九
一
年
）
の
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の

通
り
。

・
『
言
海
』
の
引
用
は
山
田
俊
雄
（
編
）『
私
版
日
本
辞
書
言
海
』（
大
修
館
書
店
、

一
九
七
九
年
）
に
よ
り
、
調
査
・
検
索
に
は
「Japanese

pre-m
odern

dictionaries

日
本
近
代
辞
書
・
字
書
集
」
を
用
い
た
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
は
語
源
部
分
の
み
を
対
象
と
し
た
検
索
も
可
能
で
あ
り
、
本
研
究
で
も
そ

の
機
能
を
利
用
し
て
い
る
。
本
文
は
一
部
、
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
確
認
で

き
る
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
に
よ
る
。
請
求
記
号
〔813.1-O

932g

〕
、
当
該
資
料
リ
ン
ク

〈https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/992954

〉
）
お
よ
び
、
明
治
期
国
語
辞

書
大
系
（
飛
田
良
文
、
松
井
栄
一
、
境
田
稔
信
〔
編
〕
、
大
空
社
、
一
九
九

八
年
）
の
影
印
を
確
認
す
る
こ
と
が
あ
る
。
漢
語
を
示
す
活
字
は
斜
体
に
置

き
換
え
た
。
引
用
の
際
、
何
冊
目
に
あ
た
る
か
も
示
し
た
。

・
『
言
海
』
校
正
刷
は
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
、
請
求
記
号

（
ハ

09-4-77-5

）
。
調
査
の
上
で
、
複
写
の
許
可
を
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍

総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
〈https://kotenseki.nijl.ac.jp/

〉
で
公
開
さ
れ
て
い

る
（
当
該
資
料
リ
ン
ク
〈https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100338733

〉
）
。

・
『
言
海
』
稿
本
は
山
田
俊
雄
（
編
）
『
稿
本
日
本
辞
書
言
海
』
（
大
修
館
書
店
、

一
九
七
九
年
）
に
よ
っ
た
。
引
用
の
際
、
同
書
の
番
号
を
記
し
た
。

『
言
海
参
考
資
料
』
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
（
大
槻
文
庫
）
、
請
求
記
号
（
文

庫

08
A
0150

）
。
早
稲
田
大
学
の
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

〈https://w
w
w
.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/index.htm
l

〉
に
よ
る
。
当
該

資
料
リ
ン
ク
〈https://w

w
w
.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/bunko08/

bunko08_a0150/index.htm
l

〉
。

『
大
言
海
』
（
大
槻
文
彦
著
、
一
九
三
二
～
一
九
三
五
年
）
は
稿
者
の
所
有
す
る

本
に
よ
っ
た
。

『
日
本
大
辞
書
』
（
山
田
美
妙
著
、
一
八
九
二
～
一
八
九
三
年
）
は
明
治
期
国
語

辞
書
大
系
（
飛
田
良
文
、
松
井
栄
一
、
境
田
稔
信
〔
編
〕
、
大
空
社
、
一
九

九
八
年
）
に
よ
っ
た
。

［
参
考
文
献
］

初
出
を
明
記
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
最
新
の
版
の
も
の
に
よ
っ
て
い
る
。

犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

〔
初
出
一
九
八
〇
〕
）
「
『
官
版
語
彙
』
と
『
日
本
辞
書

a
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言
海
』
と
の
か
か
わ
り
（
一
）
」

犬
飼
守
薫
『
近
代
国
語
辞
書
編
纂
史
の
基

礎
的
研
究

―
『
大
言
海
』
へ
の
道
―
』
風
間
書
房
、
第
一
章
一
の
一
篇
目
。

初
出
は
「
近
代
国
語
辞
書
の
成
立
過
程

―
植
物
に
関
す
る
事
項
の
取
り

扱
い
方

―
」
国
語
学
懇
話
会
（
編
）
『
国
語
学
論
集
』

、
笠
間
書
院
。

2

犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

〔
初
出
一
九
九
一
〕
）
「
『
日
本
辞
書
言
海
』
の
出
版
刊

b

行

―
稿
本
『
言
海
』
か
ら
私
版
『
言
海
』
へ

―
」
犬
飼
守
薫
『
近
代

国
語
辞
書
編
纂
史
の
基
礎
的
研
究

―
『
大
言
海
』
へ
の
道
―
』
風
間
書
房
、

第
一
章
四
の
一
篇
目
。
初
出
は
「
『
日
本
辞
書
言
海
』
の
校
正
刷
に
つ
い
て
」

近
代
語
研
究
会
（
編
）『
日
本
近
代
語
研
究
』

、
ひ
つ
じ
書
房
。

1

犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

〔
初
出
一
九
九
二
〕
）
「
『
日
本
辞
書
言
海
』
の
校
正
作

c

業
の
実
態
」
犬
飼
守
薫
『
近
代
国
語
辞
書
編
纂
史
の
基
礎
的
研
究

―
『
大

言
海
』
へ
の
道
―
』
風
間
書
房
、
第
一
章
四
の
二
篇
目
。
初
出
は
「
『
日
本

辞
書
言
海
』
の
校
正
刷
の
記
述
に
つ
い
て
」
田
島
毓
堂
、
丹
羽
一
彌
（
編
）

『
日
本
語
論
究

古
典
日
本
語
の
辞
書
』
研
究
叢
書
、
和
泉
書
院
。

2

犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

〔
初
出
一
九
七
九
〕
）「
『
日
本
辞
書
言
海
』
の
刊
行
後
」

d

犬
飼
守
薫
『
近
代
国
語
辞
書
編
纂
史
の
基
礎
的
研
究

―
『
大
言
海
』
へ
の

道
―
』
風
間
書
房
、
第
二
章
一
の
論
文
。
初
出
は
「
大
言
海
へ
の
道
」
久
徳

高
文
、
長
江
芳
夫
、
荻
野
恭
茂
、
橘
堂
正
弘
（
編
）
『
椙
山
女
学
園
大
学
短

期
大
学
部
十
周
年
記
念
論
集
』
椙
山
女
学
園
大
学
短
期
大
学
部
。

犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

〔
初
出
一
九
八
八
〕
）
「
『
日
本
辞
書
言
海
』
か
ら
『
大

e

言
海
』
へ

―
『
日
本
辞
書
言
海
』
の
増
補
改
訂
作
業
の
実
態
（
一
）

―
」
犬
飼
守
薫
『
近
代
国
語
辞
書
編
纂
史
の
基
礎
的
研
究

―
『
大
言
海
』

へ
の
道
―
』
風
間
書
房
、
第
二
章
二
の
一
篇
目
。
初
出
は
「
『
日
本
辞
書
言

海
』
か
ら
『
大
言
海
』
へ
（
二
）
」『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
』

（
第

19

部
）。

2

犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

〔
初
出
一
九
九
〇
〕
）
「
『
日
本
辞
書
言
海
』
の
増
補
改

f

訂
作
業
の
実
態
（
三
）
」
犬
飼
守
薫
『
近
代
国
語
辞
書
編
纂
史
の
基
礎
的
研

究

―
『
大
言
海
』
へ
の
道
―
』
風
間
書
房
、
第
二
章
二
の
三
篇
目
。
初
出

は
「
『
日
本
辞
書
言
海
』
か
ら
『
大
言
海
』
へ
（
四
）
」
『
椙
山
女
学
園
大
学

研
究
論
集
』

（
第

部
）。

21

2

犬
飼
守
薫
（
一
九
九
九

）
「
大
槻
文
彦
の
語
原
考
証
の
一
成
果

―
イ
チ
ョ

g

ウ
の
場
合

―
」『
文
化
と
情
報
』

。
2

大
久
保
初
男
（
一
九
二
八
）「
大
槻
博
士
逸
事
」『
国
語
と
国
文
学
』

-

。

5

7

小
野
春
菜
（
二
〇
一
七
）
「
稿
本
言
海
の
作
成
時
期
に
関
す
る
一
考
察
」
『
清
泉
女

子
大
学
大
学
院

人
文
科
学
研
究
科
論
集
』

。
22

小
野
春
菜
（
二
〇
一
八

）
「
『
言
海
』
」
小
野
春
菜
『
編
纂
資
料
か
ら
み
た
私
版

a

『
言
海
』
の
成
立
』（
清
泉
女
子
大
学
博
士
論
文
）
第
一
部
第
一
章
。

小
野
春
菜
（
二
〇
一
八

）
「
稿
本
言
海
」
小
野
春
菜
『
編
纂
資
料
か
ら
み
た
私

b

版
『
言
海
』
の
成
立
』（
清
泉
女
子
大
学
博
士
論
文
）
第
一
部
第
二
章
。

小
野
春
菜
（
二
〇
一
八

）
「
校
正
刷
」
小
野
春
菜
『
編
纂
資
料
か
ら
み
た
私
版

c

『
言
海
』
の
成
立
』（
清
泉
女
子
大
学
博
士
論
文
）
第
一
部
第
二
章
。

小
野
春
菜
（
二
〇
一
八

）
「
『
言
海
』
に
お
け
る
「
出
典
」
」
小
野
春
菜
『
編
纂

d

資
料
か
ら
み
た
私
版
『
言
海
』
の
成
立
』
（
清
泉
女
子
大
学
博
士
論
文
）
第

二
部
第
三
章
。

小
野
春
菜
（
二
〇
二
〇
）
「
『
言
海
』
校
正
刷
に
お
け
る
漢
字
字
体
／
字
形
に
つ
い

て
」
日
本
近
代
語
研
究
会
（
編
）
『
論
究
日
本
近
代
語
』

、
勉
誠
出
版
。

1

風
間
力
三
（
一
九
八
五
〔
初
出
一
九
八
一
〕
）
「
〔
書
評
・
紹
介
〕
大
槻
文
彦
著
山

田
俊
雄
編
『
稿
本
日
本
辞
書
言
海
』
」
風
間
力
三
『
国
語
学
の
基
礎
問
題
』

桜
風
社
、
Ⅲ
の

。
初
出
は
「
大
槻
文
彦
著
山
田
俊
雄
編
『
稿
本
日
本
辞
書

3

言
海
』
」『
国
語
学
』

。
124

倉
島
節
尚
（
二
〇
一
八
）「
『
言
海
』『
大
言
海
』
の
外
来
語
」
沖
森
卓
也
（
編
）『
歴

史
言
語
学
の
射
程
』
三
省
堂
。
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今
野
真
二
（
二
〇
一
三

）
「
見
出
し
項
目
に
つ
い
て
」
今
野
真
二
『
『
言
海
』
と

a

明
治
の
日
本
語
』
港
の
人
。

今
野
真
二
（
二
〇
一
三

）
「
語
釈
」
今
野
真
二
『
『
言
海
』
と
明
治
の
日
本
語
』

b

港
の
人
。

今
野
真
二
（
二
〇
一
四
）
「
『
言
海
』
を
ラ
イ
バ
ル
視
し
た
山
田
美
妙
『
日
本
大
辞

書
』」
今
野
真
二
『
「
言
海
」
を
読
む

こ
と
ば
の
海
と
明
治
の
日
本
語
』
第

五
章
、
角
川
選
書
、K

A
D
O
K
A
W
A

。

阪
倉
篤
義
（
一
九
七
四
）「
語
源
探
究
の
限
界
」『
言
語
生
活
』

。
278

鈴
木
一
彦
（
一
九
六
四
）
「
山
彦
冊
子
と
大
言
海
と
」
『
山
梨
大
学
学
芸
学
部
研
究

報
告
』

。
14

手
塚
昇
（
一
九
三
九
）「
言
海
の
語
源
論
二
三
」『
国
語
と
国
文
学
』

-

。

16

1

山
田
忠
雄
（
一
九
八
一
）
「
雅
語
辞
書
か
ら
普
通
辞
書
へ
」
山
田
忠
雄
『
近
代
国

語
辞
書
の
歩
み

そ
の
模
倣
と
創
意
と
』
上
、
第
三
部
第
一
章
、
三
省
堂
。

山
田
俊
雄
（
一
九
七
九
）「
稿
本
「
言
海
」
の
刊
行
に
つ
い
て
」
山
田
俊
雄
（
編
）

『
稿
本
日
本
辞
書
言
海
』
第
三
巻
、
大
修
館
書
店
。

湯
浅
茂
雄
（
一
九
九
七
）「
『
言
海
』
と
近
世
辞
書
」『
国
語
学
』

。
188

湯
浅
茂
雄
（
一
九
九
九
）
「
『
言
海
』
『
大
言
海
』
語
源
説
と
宣
長
『
古
事
記
伝
』
」

『
実
践
国
文
学
』

。
55

吉
田
金
彦
（
一
九
七
四
）
「
国
語
辞
典
の
語
源
記
述

―
『
大
言
海
』
を
例
に

私
見
の
二
、
三

―
」『
言
語
生
活
』

。
278

『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
（
飛
田
良
文
、
遠
藤
好
秀
、
加
藤
正
信
、
佐
藤
武
義
、

蜂
谷
清
人
、
前
田
富
祺
〔
編
〕、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）。

『
日
本
語
学
大
辞
典
』
（
日
本
語
学
会
〔
編
〕
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
。

（
か
わ
せ

し
ん
や
・
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）


